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む
す
び

　【
史
料
】

　
　
①
大
審
院
判
決
（
明
治
一
九
年
三
月
六
日
）
抜
粋

　
　
②
大
阪
控
訴
院
判
決
（
明
治
一
九
年
七
月
八
日
）
抜
粋

　
　
③
地
所
見
認
方
請
求
訴
訟
第
一
事
件
、
山
口
始
審
裁
判
所
判
決
（
明
治
二
二
年
一
二
月
二
〇
日
）
全
文

は

じ

め

に

　
明
治
維
新
後
の
地
券
交
付
、
地
租
改
正
作
業
は
、
封
建
的
領
有
制
を
解
体
し
近
代
的
所
有
権
制
度
を
確
立
す
る
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
し
か
し

土
地
制
度
上
の
大
変
革
で
あ
っ
た
た
め
に
、
具
体
的
作
業
と
く
に
当
該
土
地
の
所
有
者
認
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
各
地
で
多
く
の
紛
議
と
混
乱
が

巻
き
起
こ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
山
口
県
の
開
作
（
開
墾
地
の
こ
と
）
田
地
の
所
有
権
の
所
在
を
め
ぐ
っ
て
、
村
民
と
寺
院
の
間
で
巻
き
起
こ
っ
た
訴
訟
事
件
を

紹
介
し
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
地
券
交
付
時
に
は
旧
藩
時
代
の
名
寄
帳
を
土
台
に
農
民
た
ち
一
一
〇
名
余
の
所
有
権
が
認

め
ら
れ
地
券
発
行
が
な
さ
れ
た
が
、
明
治
一
〇
年
代
に
な
っ
て
突
如
寺
院
側
か
ら
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
、
大
審
院
お
よ
び
そ
の
後
の
控
訴
院

へ
の
差
戻
し
判
決
の
結
果
、
寺
院
の
所
有
権
が
認
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
取
戻
し
の
実
施
を
め
ぐ
っ
て
再
び
訴
訟
が
勃
発
、
そ
の
結
果
寺
院
側

は
田
地
の
取
戻
し
に
失
敗
す
る
と
い
う
紆
余
曲
折
の
経
緯
を
た
ど
っ
た
。

　
な
お
私
は
、
本
件
訴
訟
の
存
在
を
山
口
地
方
裁
判
所
所
蔵
の
「（
未
確
定
）
民
事
記 

を
点
検
中
知
っ
た
。
明
治
期
の
民
事
判
決
原
本
を

閲
覧
す
る
方
法
と
し
て
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
運
営
す
る
民
事
判
決
原
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
方
法
が
あ
る
。
本
件
訴
訟

（
１
）
録
」
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関
連
判
決
の
多
く
は
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
前
記
「（
未
確
定
）
民
事
記
録
」
を
参
照
す
る
と
、
判
決
だ

け
か
ら
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
情
も
見
え
て
く
る
。
そ
の
あ
た
り
に
も
言
及
し
た
い
。

一

山
口
県
東
光
寺
開
作
田
地
と
は
何
か

（
１
）
東
光
寺
の
沿
革

　
東
光 

、
山
口
県
萩
市
椿
東
椎
原
に
所
在
す
る
黄
檗
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
年
）
に
萩
藩
三
代
藩
主
　
毛
利
吉
就
が

開
基
と
な
っ
て
創
建
さ
れ
、
同
寺
は
長
州
藩
毛
利
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
。
東
光
寺
は
、
厚
狭
郡
松
屋
村
山
廉
（
山
口
県
下
関
市
）
に
あ
っ
た

も
の
を
引
き
、
そ
の
規
模
は
宇
治
の
万
福
寺
を
模
し
て
造
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
享
保
一
八
（
一
七
三
三
）
年
四
月
、
東
光
寺
に
お
い
て
寺
内
に
開
山
堂
が
建
築
さ
れ
た
。
開
山
堂
に
は
、
奇
数
代
の
歴
代
藩
主
（
三
代
吉
就
、

五
代
吉
元
、
七
代
重
就
、
九
代
斉
房
、
一
一
代
斉
元
）
と
夫
人
の
墓
が
あ
る
ほ
か
、
こ
の
墓
所
の
手
前
に
第
一
次
長
州
戦
争
の
責
任
を
負
っ
て

切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
三
家
老
は
じ
め
維
新
の
殉
難
者
の
墓
も
あ
る
。

　
開
山
堂
を
永
遠
に
保
持
す
る
た
め
、
翌
享
保
一
九
年
佐
々
並
村
に
田
地
七
町
五
反
歩
が
開
拓
さ
れ
た
。
そ
の
内
二
町
五
反
歩
は
藩
庁
に
献
納

さ
れ
た
が
、
残
り
五
町
歩
は
佐
々
並
村
の
村
民
に
割
り
当
て
ら
れ
、
村
民
た
ち
の
納
め
る
「
加
調
米
」
で
開
山
堂
永
遠
の
修
補
料
に
宛
て
る
こ

と
と
さ
れ
た
。
こ
の
五
町
歩
が
、
本
件
一
連
の
訴
訟
で
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
２
）
長
州
藩
の
開
発
田
地

　
山
口
県
を
旅
行
し
て
い
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
開
作
と
い
う
地
名
に
出
く
わ
す
。
こ
の
よ
う
な
開
作
地
名
の
多
さ
は
、
近
世
の
長
州
藩
が
新
田

（
２
）
寺
は
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開
発
に
よ
る
耕
地
拡
大
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い 

　
以
下
、
石
川
卓
美
氏
の
労 

よ
り
な
が
ら
、
同
藩
に
お
け
る
新
田
開
発
の
概
要
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
石
川
氏
に
よ
れ
ば
、「
開
作
」
は
、

公
営
の
新
田
開
発
を
指
す
用
語
で
あ 

こ
れ
に
は
、「
公
儀
開
作
」
と
「
家
来
拝
領
開
作
」
の
二
種
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
公
儀
開
作
」
は

蔵
入
地
〈
公
領
〉
の
拡
大
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
っ
ぽ
う
「
家
来
拝
領
開
作
」
は
従
属
家
臣
が
藩
の
許
可
を
得
て
行
う
開
作
、
即
ち
給

人
知
行
新
田
の
開
作
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
知
行
所
の
区
域
内
で
行
う
「
傍
示
物
切
開
作
」、
と
く
に
勤
功
の
あ
る
者
に
新
恩
加
給
の
意
味
で

開
作
地
を
付
与
す
る
「
勤
功
開
作
」、
無
給
地
の
小
身
衆
に
給
与
是
正
の
意
味
で
行
う
「
歩
戻
開
作
」
の
別
が
あ
る
。
ま
た
知
行
権
に
は
関
係

が
な
い
が
、
藩
士
が
篤
志
に
よ
っ
て
行
う
「
御
馳
走
開
作
」
も
、
家
来
拝
領
開
作
の
一
種
と
言
え 

　
本
件
は
、
東
光
寺
開
山
堂
修
補
の
た
め
安
定
的
財
源
を
確
保
す
る
目
的
で
長
州
藩
の
支
援
を
背
景
に
な
さ
れ
た
開
拓
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
右
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
中
「
公
儀
開
作
」
に
属
す
る
が
、
そ
れ
に
加
え
（
主
体
が
、
家
来
で
は
な
く
寺
院
で
あ
る
が
）「
拝
領
開
作
」
の
性
格

も
有
し
、
双
方
の
性
格
を
も
っ
た
開
作
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
な
お
開
作
に
あ
た
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
労
働
力
と
費
用
を
ど
の
よ
う
に
調
達
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
石
川
氏
に
よ
れ
ば
、
新

田
開
発
そ
の
も
の
は
小
規
模
の
も
の
は
百
姓
請
負
、
大
規
模
の
も
の
は
富
農
商
請
負
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
お
お
む
ね
百
姓
名
田
の
拡
大
と
な
る
。

こ
の
場
合
、
開
作
地
に
領
主
権
を
も
つ
給
人
は
百
姓
の
投
下
資
本
や
労
力
を
補
償
す
る
た
め
免
租
期
間
の
鍬
下
年
季
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
。

家
来
開
作
の
場
合
、
藩
士
の
直
営
は
例
外
に
属
し
、
一
般
に
は
百
姓
の
自
家
労
力
と
資
材
の
投
入
に
よ
る
個
人
請
負
も
し
く
は
村
受
開
作
、
あ

る
い
は
富
農
商
の
請
負
開
作
に
な
る
。
家
来
開
作
─
給
人
知
行
新
田
に
お
け
る
開
発
資
本
の
形
態
に
は
、
給
人
直
営
の
場
合
、
①
自
己
資
本
、

②
借
入
資
本
の
二
つ
、
さ
も
な
く
ば
農
商
出
資
に
よ
る
請
負
と
な
る
。
小
規
模
の
場
合
は
③
百
姓
自
力
請
負
、
あ
る
い
は
④
寄
り
合
い
の
村
請
、

大
規
模
の
場
合
は
⑤
富
農
商
の
請
負
と
な
る
と
い
う
。

（
３
）
る
。

（
４
）
作
に

（
５
）
る
。

（
６
）
る
。
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百
姓
＝
農
民
に
よ
る
自
力
開
作
を
除
い
て
、
必
要
と
さ
れ
る
資
本
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
藩
・
給
人
・
富
農
富
商
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が

あ
り
う
る
が
、
開
墾
・
開
拓
に
従
事
す
る
労
働
力
を
提
供
す
る
の
は
百
姓
＝
農
民
の
ほ
か
に
あ
り
え
な
い
。
と
す
れ
ば
、
労
働
力
の
提
供
に
ど

の
よ
う
な
見
返
り
を
与
え
る
か
が
重
要
と
な
る
。
鍬
下
年
季
の
許
与
、
強
力
な
耕
作
権
の
承
認
、
事
実
上
の
所
持
権
承
認
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
が
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
。
本
件
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
た
か
、
慎
重
に
見
き
わ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
明
治
三
年
の
「
采
地
返
上
」

　
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
一
月
二
〇
日
、
薩
長
土
肥
の
四
藩
主
は
、
連
署
し
て
版
籍
奉
還
を
上
奏
し
た
。
天
皇
か
ら
各
藩
主
が
預
か
っ
た
版

土
（
土
地
）
と
戸
籍
（
人
民
）
を
、
朝
廷
に
返
上
す
る
と
い
う
の
が
名
分
で
あ
っ
た
。
同
年
六
月
、
諸
藩
主
の
上
奏
は
聴
許
さ
れ
、
藩
主
は
領

地
の
支
配
権
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
旧
藩
主
は
各
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
た
の
で
、
政
府
か
ら
任
命
を
受
け
た
行
政
官
と
し
て
、
ひ
き

続
き
旧
藩
領
域
に
施
政
権
を
行
使
し
た
。
こ
の
改
革
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
長
州
藩
の
木
戸
孝
允
で
あ
っ 

　
長
州
藩
に
お
け
る
知
行
制
は
、
土
地
知
行
が
原
則
で
あ
っ
た
か
ら
、
家
臣
の
采
地
も
返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
采
地
返
上
」

で
あ
る
。
林
元
は
「
山
口
藩
の
『
采
地
返
上
』
の
仕
法
」
に
お
い
て
、「『
采
地
返
上
』
は
家
臣
の
『
采
地
』（
給
地
）
を
没
収
し
、
蔵
入
地
に

編
入
す
る
政
策
で
あ
る
。『
采
地
返
上
』
に
よ
り
、
全
て
の
家
臣
は
給
地
と
給
地
支
配
に
伴
う
権
利
・
義
務
を
失
う
こ
と
と
な
る
」
と
述
べ
て

い 

こ
こ
で
、「
采
地
返
上
」
を
命
じ
た
明
治
三
年
五
月
二
五
日
の
藩
府
の
指
令
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
　
先
般
采
地
惣
而
返
上
被
仰
付
候
付
、
御
家
来
中
勤
功
開
作
歩
戻
開
作
傍
示
開
作
等
拝
領
分
与
等
ニ
而
所
持
之
分
不
残
被
召
上
候
、
尤
既
ニ

開
作
取
懸
リ
居
未
タ
一
ヶ
年
も
内
所
務
無
之
分
、
改
而
御
馳
走
開
作
之
願
替
、
又
ハ
地
下
人
ヨ
リ
鍬
下
等
ヲ
以
開
立
願
出
候
儀
勿
論
不
苦

候 

（
７
）
た
。

（
８
）
る
。（

９
）
事
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　「
采
地
返
上
」
の
結
果
、
藩
内
は
す
べ
て
藩
の
直
轄
支
配
に
改
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
下
地
知
行
権
に
付
随
し
て
、
藩
士
に
優
先
権
を
認
め

て
い
た
新
田
開
発
の
制
度
も
廃
止
し 

　
こ
の
よ
う
に
家
臣
の
采
地
は
す
べ
て
没
収
さ
れ
、
開
作
田
地
に
つ
い
て
も
全
て
の
権
利
は
収
公
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
件
と
の
関
係
で

は
、
東
光
寺
が
自
己
所
有
と
主
張
す
る
開
作
田
地
に
も
こ
の
段
階
で
「
采
地
返
上
」
処
分
が
及
ん
だ
の
で
は
な
い
か
、
と
す
れ
ば
東
光
寺
は
所

有
権
を
失
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
点
が
浮
か
ん
で
く
る
。

二

開
作
田
地
取
戻
訴
訟
の
概
要

（
１
）
山
口
始
審
裁
判
所
の
判
決

　
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
、
山
口
県
阿
武
郡
椿
郷
東
分
村
東
光
寺
の
住
職
森
田
松
嶺
は
、
同
郡
佐
々
並
村
に
居
住
す
る
平
民
Ｉ
Ｄ
米
蔵
外

六
一
名
お
よ
び
同
村
平
民
Ｓ
Ｋ
定
一
外
四
八
名
を
相
手
取
っ
て
、「
開
作
田
地
取
戻
ノ
訴
訟
」
を
山
口
始
審
裁
判
所
に
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
始
審
裁
判
所
は
、
明
治
一
六
年
三
月
一
四
日
「
原
告
請
求
は
相
い
立
た
ず
」
と
の
判
決
を
下
し
た
。

　
始
審
裁
判
所
の
判
決
書
は
、
き
わ
め
て
簡
潔
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
原
告
東
光
寺
は
係
争
の
五
町
歩
の
地
所
は
、
東
光
寺
が
自
費
で
開

墾
し
た
の
で
、
所
有
権
は
原
告
に
あ
る
と
主
張
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
被
告
村
民
側
の
主
張
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
原
告
の
主
張
に
対
し
て
裁
判
所
は
、
原
告
は
地
券
改
正
〔
地
租
改
正
の
こ
と
か
─
矢
野
〕
の
際
や
、
ま
た
明
治
六
年
寺
院
所
有
の
「
田
圃
建

造
物
諸
器
檀
家
よ
り
の
寄
付
帳
」
届
け 

際
も
等
閑
視
し
、
明
治
十
四
年
十
一
月
の
勧
解
出
願
に
至
っ
て
は
じ
め
て
係
争
地
の
所
有
権
を
主

張
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
地
所
開
墾
の
入
費
を
支
払
っ
た
こ
と
を
示
す
証
拠
も
な
い
の
で
、
原
告
に
所
有
権
が
あ
る
と
認
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
の
べ
た
。

（

）
１０た
。（

）
１１出
の
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本
判
決
は
、
き
わ
め
て
簡
潔
で
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
付
け
加
え
る
こ

と
も
な
い
が
、
判
決
文
中
「
原
被
告
相
争
フ
所
ノ
反
別
五
町
ノ
地
所
ハ

旧
山
口
藩
ニ
於
テ
采
地
返
還
ノ
部
ニ
取
調
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
否
ヲ
認
ム

ヘ
キ
確
証
無
キ
モ
」
と
あ
る
、
す
な
わ
ち
裁
判
所
は
、
明
治
三
年
の

「
采
地
返
還
」
処
分
が
本
件
の
行
方
に
係
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
認
識

を
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

（
２
）
広
島
控
訴
裁
判
所
の
判
決

　
始
審
判
決
に
対
し
、
東
光
寺
側
は
控
訴
し
た
。
被
告
は
、
佐
々
並
村

平
民
Ｓ
Ｋ
定
一
外
一
一
三
名
で
あ
る
。
控
訴
審
を
担
当
し
た
広
島
控
訴

裁
判
所
は
、
明
治
一
七
年
六
月
一
七
日
東
光
寺
側
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　
判
決
で
は
、
五
町
歩
の
開
作
田
地
の
原
由
は
、
毛
利
家
よ
り
東
光
寺

開
山
堂
修
補
料
の
た
め
成
立
し
た
と
認
定
し
た
あ
と
、
甲
四
号
証
の

「
延
享
元
年
甲
子
当
国
山
内
縫
殿
以 
為 
祠
田
ノ
豊
凶
常
住

ラ
ク

 
有  
二

闕
余
一

也

ン
ト

悉 
入 
二
レ 
田 
於
ヲ

 
官 
一
ニ 
官 ヨ
リ 
歳  コト
ニ 
賜 
二

十
二

ヲ

 
觧 
一

為
二

常

ヲ

 
準 
一

」
を
引
用
し
て
延
享
元

ト

（
一
七
四
四
）
年
以
降
、
該
田
は
こ
と
ご
と
く
官
の
支
配
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
認
定
し
た
。
こ
の
場
合
「
官
」
と
い
う
の
は
、
長
州
藩

─　　─
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東光寺開作田地訴訟年表
１６９１（元禄４）年　東光寺創建
１７３３（享保１８）年４月　東光寺内に開山堂を建築
１７３４（享保１９）年　佐々並村に田地７町５反歩を開作、うち５町は村民に割当
１７４４（延享元）年　佐々並村開作田地を「官」に編入
１７４７（延享４）年　洪水により開作田地破壊、復旧に東光寺出資
────────────────────────────────────
１８６９（明治２）年１月　版籍奉還上表、６月　同聴許さる
１８７０（明治３）年５月　山口藩、采地返上処分
１８７１（明治４）年７月　廃藩置県
１８７３（明治６）年７月　地租改正、開作田地は佐々並村民に地券交付
１８８１（明治１４）年　東光寺、開作田地の件につき勧解を出願、不調となる
１８８２（明治１５）年　東光寺住職森田松嶺、佐々並村民１１７名を山口始審裁判所に提訴
１８８３（明治１６）年３月１４日　山口始審裁判所判決、原告東光寺側敗訴
１８８４（明治１７）年６月１７日　広島控訴院判決、原告東光寺側の控訴を棄却
１８８６（明治１９）年３月６日　大審院判決、原審を破棄、大阪控訴院に差し戻す
　　　　〃　　　　７月８日　大阪控訴院判決、東光寺の所有権を認める
　　　　〃　　　　８月２日　東光寺側代言人、大阪控訴院長あて「御説明願」を提出
１８８７（明治２０）年２月８日　山口始審裁判所、「裁判執行命令書」を提示
　　　　〃　　　　８月４日　東光寺側、裁判執行願を一時取り下げ
１８８９（明治２２）年１２月２０日　山口始審裁判所、地所見認方請求訴訟判決
　　　　　　　　　　　　　……東光寺側請求を斥ける



の
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。

　
ま
た
判
決
は
、
明
治
六
年
、（
東
光
寺
は
）
係
争
地
の
地
券
を
出
願
し
な
か
っ
た
こ
と
、
往
事
─
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
以
降
─
藩
庁
に
お

い
て
田
地
を
支
配
し
、
東
光
寺
は
、
現
米
を
受
け
取
り
修
補
料
に
充
て
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

　
本
判
決
に
お
い
て
、
東
光
寺
の
所
有
権
を
否
定
す
る
決
定
的
証
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
た
甲
四
号
証
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
否
が
の
ち

に
大
審
院
で
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
３
）
大
審
院
の
判
決

　
東
光
寺
側
は
、
控
訴
審
の
判
決
に
納
得
せ
ず
、
大
審
院
に
上
告
し
た
。
明
治
一
九
年
三
月
六
日
に
判
決
が
あ
っ
た
。
判
決
は
、
原
判
決
を
破

棄
し
、
大
阪
控
訴
裁
判
所
に
移
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
担
当
裁
判
官
は
、
西
成
度
、
中
村
元
嘉
、
原
田
種
成
の
三
名
で
あ
っ
た
。

　
上
告
審
の
判
決
書
は
、
前
二
審
に
打
っ
て
変
わ
り
き
わ
め
て
長
文
で
あ
る
。
上
告
代
言
人
山
中
道
正
は
、
四
ヵ
条
に
わ
た
っ
て
長
文
の
主
張

を
展
開
し
た
あ
と
、
さ
ら
に
三
ヵ
条
の
追
伸
を
追
加
し
た
。

　
上
告
人
の
陳
述
の
第
一
は
、
本
訴
田
地
の
由
来
に
関
す
る
原
被
告
の
主
張
は
相
違
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
審
が
双
方
の
陳
述
は
同

趣
旨
と
し
た
の
は
、
不
当
で
あ
る
と
す
る
。
第
二
は
、
上
告
第
四
号
証
の
「
入
於
官
」
を
原
判
決
は
こ
れ
を
「
官
に
献
地
し
た
」
と
読
ん
だ
が
、

こ
の
解
釈
は
誤
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
官
に
附
託
し
た
」
の
意
味
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
第
三
は
、
被
上
告
人
が
地
券
状
の
下
付
を
得
た
経
緯

を
審
理
し
て
い
な
い
の
は
審
理
不
尽
で
あ
る
と
す
る
。
第
四
は
、
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
の
洪
水
に
際
し
破
壊
田
地
に
東
光
寺
が
出
費
し
た

と
す
る
文
書
そ
の
他
を
挙
げ
、
東
光
寺
所
有
の
証
拠
が
存
在
す
る
と
主
張
し
た
。
第
五
〔
追
加
の
三
ヵ
条
〕
は
、
原
判
決
に
は
、
論
地
の
所
有

権
が
い
つ
だ
れ
に
発
生
し
た
か
、
い
つ
そ
れ
を
誰
に
譲
与
し
た
か
明
記
が
な
い
と
述
べ
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
せ
よ
と
主
張
し
た
。
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対
す
る
被
上
告
代
言
人
中
村
剛
の
主
張
は
、
上
告
人
は
、
被
上
告
人
の
個
々
を
相
手
取
っ
て
訴
訟
を
提
起
す
べ
き
と
こ
ろ
、
一
一
〇
名
余
を

一
括
し
連
帯
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
の
は
訴
答
文
例
第
五
章
二
一
条
に
違
背
し
不
当
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
件
が
も
し

上
告
人
の
勝
訴
＝
被
上
告
人
の
敗
訴
と
な
れ
ば
、
執
行
の
際
無
数
の
不
都
合
が
発
生
し
、「
又
々
一
個
ノ
裁
判
ヲ
受
ル
如
キ
悪
結
果
ヲ
生
ス
」

る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
た
。

　
大
審
院
の
判
決
は
、
上
告
人
（
東
光
寺
側
）
の
論
点
は
、
ほ
と
ん
ど
の
点
で
理
由
が
な
い
と
斥
け
た
が
、
た
だ
上
記
第
二
条
の
み
理
由
が
あ

る
と
し
て
大
阪
上
等
裁
判
所
で
の
審
理
を
求
め
て
差
し
戻
し
た
。
す
な
わ
ち
「
入
田
於
官
」
と
の
文
言
を
た
や
す
く
官
有
（
＝
藩
の
所
有
）
と

し
た
と
す
る
解
釈
は
不
条
理
で
あ
り
、
審
理
不
備
か
つ
事
理
不
分
明
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
本
判
決
の
最
重
要
部
分
と
考

え
る
の
で
、
第
二
条
の
全
文
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
条

　
　
上
告
第
二
条
及
ヒ
第
四
条
ヲ
按
ス
ル
ニ
原
裁
判
所
カ
上
告
第
四
号
証
ニ
入
田
於
官
ト
ア
ル
文
詞
ヲ
取
テ
献
地
セ
シ
ト
推
測
ス
ル
ノ
根
拠
ト

為
サ
ン
ニ
ハ
何
ソ
上
告
人
ヲ
シ
テ
充
分
ナ
ル
弁
解
ヲ
為
サ
シ
メ
サ
ル
ト
論
難
ス
ル
ハ
苦
情
ニ
過
キ
ス
ト
雖
モ
該
証
ニ
「
延
享
元
年
甲
子
云
々

悉 
入 
二
レ 
田 
於
ヲ

 
官 
一
ニ 
官 ヨ
リ 
歳  コト
ニ 
賜 
二

十
二

ヲ

 
觧 
一

為
二

常

ヲ

 
準 
一
ヲ

」
ト
ア
ル
ニ
拠
リ 
輙 
ク
該
田
地
ヲ
官
有
ト
為
シ
タ
ル
カ
如
ク
判
示
シ
タ
ル
ハ
不
条
理
ナ

た
や
す

リ
ト
ス
　
何
ト
ナ
レ
ハ
事
実
果
シ
テ
然
ラ
ハ
上
告
第
二
三
号
及
ヒ
六
号
証
書
ノ
如
ク
延
享
元
年
ノ
後
ニ
在
テ
該
地
破
壊
所
修
補
等
ニ
東
光

寺
カ
関
係
シ
タ
ル
ニ
矛
盾
ス
ル
ノ
疑
点
ヲ
生
ス
レ
ハ
ナ
リ
　
将
タ
該
判
旨
ヲ
以
テ
其
管
理
即
チ
支
配
ノ
ミ
ヲ
官
ニ
委
ネ
タ
リ
ト
云
フ
ノ
意

義
ナ
リ
ト
セ
ン
カ
其
所
有
主
ハ
依
然
ト
シ
テ
動
カ
サ
ル
筋
ナ
レ
ハ
該
判
文
ノ
末
段
ニ
「
該
地
ノ
関
係
ヲ
脱
離
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
定
ス
」
ト

ア
ル
ニ
撞
着
ス
ル
カ
如
シ
　
而
シ
テ
該
田
地
ノ
所
有
権
ハ
最
初
上
告
人
ニ
存
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
判
決
ヲ
下
セ
シ
カ
如
ク
ナ
ル
モ
其
理
由

ヲ
明
示
セ
ス
旁
何
レ
ノ
点
ヨ
リ
論
ス
ル
モ
原
裁
判
ハ
審
理
不
備
且
ツ
事
理
不
分
明
ナ
ル
不
法
ノ
裁
判
ナ
リ
ト
ス

─　　─
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右
の
判
決
文
の
趣
旨
を
分
か
り
や
す
く
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
原
裁
判
所
が
第
四
号
証
の
「
入
田
於
官
」
か
ら
延
享
元

年
に
論
地
は
官
有
（
＝
山
口
藩
）
と
な
っ
た
と
し
た
判
示
は
、
疑
問
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
数
年
後
該
地
が
破
壊
さ
れ
た
折
り
東
光
寺
が
そ

の
修
補
に
関
係
し
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
（
も
し
藩
有
地
で
あ
れ
ば
、
東
光
寺
が
関
与
す
る
い
わ
れ
が
な
い
）。
も
し
そ
の
意
味
を
該
地
の
管
理
＝

支
配
の
み
を
藩
に
ゆ
だ
ね
た
と
読
め
ば
、
所
有
権
は
依
然
と
し
て
東
光
寺
に
あ
る
こ
と
に
な
り
、
東
光
寺
が
「
該
地
の
関
係
か
ら
離
脱
し
た
」

と
の
文
言
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
原
審
の
判
決
文
は
、「
該
地
の
所
有
権
は
最
初
東
光
寺
に
存
し
た
が
、
延
享
元
年
に
藩
有
と
な
っ
た
」

と
す
る
も
の
の
よ
う
だ
が
、
そ
の
理
由
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
審
理
不
尽
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。

　
大
審
院
の
判
示
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
差
戻
審
、
さ
ら
に
そ
れ
に
続
く
「
地
所
見
認
方
請
求
訴
訟
」
も
、
大
審
院
の
判
示
を

前
提
と
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
被
上
告
側
の
主
張
〔
上
告
人
が
被
上
告
人
の
個
々
を
訴
え
た
の
で
は
な
く
連
帯
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
の
は
、
不
法
で
あ
る
〕
に
つ

い
て
は
、
第
一
審
・
控
訴
審
を
通
じ
主
張
し
て
い
な
い
の
で
、
被
上
告
人
が
自
認
し
て
い
た
も
の
と
み
な
す
と
さ
れ
た
。
ま
た
被
上
告
人
が
敗

訴
し
た
場
合
無
数
の
不
都
合
を
生
じ
る
と
の
主
張
は
、「
仮
想
」
の
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
を
も
っ
て
訴
訟
手
続
を
無
効
と
す
る
ほ
ど
の
も
の

で
は
な
い
と
述
べ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
懸
念
は
、
の
ち
に
「
地
所
見
認
方
請
求
訴
訟
」
の
段
階
で
現
実
の
も
の
と
な
る
。

（
４
）
差
戻
審
─
─
大
阪
控
訴
院
の
判
決

　
舞
台
は
大
阪
控
訴 

の
差
戻
審
に
移
っ
た
。
こ
の
審
理
で
は
、
当
事
者
の
呼
称
と
し
て
原
告
や
被
告
あ
る
い
は
控
訴
人
や
被
控
訴
人
で
は

な
く
、
願
人
お
よ
び
被
願
人
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
呼
称
が
使
用
さ
れ
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ 

と

も
か
く
、
本
差
戻
審
に
お
け
る
願
人
は
、
東
光
寺
住
職
森
田
松
嶺
お
よ
び
門
徒
惣
代
二
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
被
願
人
は
、
佐
々
並
村

（

）
１２院
で

（

）
１３る
。
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平
民
Ｓ
Ｋ
定
一
外
一
一
二
名
で
あ
っ
た
。
な
お
、
願
人
側
に
は
広
島
県
平
民
冨
田
治
左
衛
門
が
、
ま
た
被
願
人
側
に
は
京
都
府
士
族
梅
田
壮
二

が
代
言
人
を
つ
と
め
た
。

　
同
控
訴
院
で
は
明
治
一
九
年
七
月
八
日
に
判
決
が
あ
っ
た
。
こ
の
最
終
判
決
を
出
し
た
裁
判
官
た
ち
の
顔
ぶ
れ
は
、
飯
田
恒
男
、
中
尾
直
晃
、

音
羽
安
成
の
三
名
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
「
評
定
官
」
の
肩
書
き
が
付
さ
れ
て
い
る
。
判
決
結
果
は
、
単
純
に
ど
ち
ら
側
の
勝
利
と
断
言
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
魔
訶
不
思
議
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
さ
て
控
訴
審
判
決
書
で
は
、
最
初
に
願
人
（
東
光
寺
）
側
の
陳
述
を
展
開
す
る
。
陳
述
は
、
東
光
寺
開
山
堂
建
立
以
来
の
経
過
を
詳
細
に
述

べ
、
享
保
一
九
年
の
佐
々
並
村
の
田
地
開
作
は
東
光
寺
の
自
費
開
墾
で
あ
る
と
の
主
張
を
く
り
返
し
て
い
る
。
そ
し
て
願
人
（
東
光
寺
）
側
は
、

最
後
に
結
論
と
し
て
、「
本
訴
ノ
地
所
ハ
願
人
ノ
所
有
ニ
シ
テ
被
願
人
ハ
累
代
之
レ
カ
小
作
人
タ
リ
シ
コ
ト
ノ
明
確
ナ
ル
ニ
地
券
発
行
ニ
乗
シ

被
願
人
所
有
ノ
如
虚
偽
ノ
申
立
ヲ
ナ
シ
地
券
ヲ
占
有
シ
タ
ル
ハ
不
当
ナ
ル
ニ
因
リ
之
レ
カ
所
有
権
ノ
回
復
ヲ
要
ス
」
と
述
べ
た
。
こ
の
と
き
東

光
寺
が
所
有
権
者
で
あ
り
、
村
民
た
ち
は
小
作
人
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
、
は
じ
め
て
明
確
に
し
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
被
願
人
（
佐
々
並
村
村
民
）
側
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
明
治
以
後
の
地
券
発
行
に
至
る
ま
で
の
手
続
・
経
過
を
詳
し
く
陳
述

し
た
。
か
つ
旧
藩
時
代
に
お
け
る
開
作
田
地
開
墾
に
つ
い
て
は
、
東
光
寺
開
山
堂
を
将
来
修
補
の
た
め
、
佐
々
並
村
の
被
願
人
祖
先
が
自
費
労

力
を
も
っ
て
荒
蕪
地
を
開
拓
し
た
も
の
で
あ
る
と
、
主
張
し
て
い
る
。

　
両
当
事
者
の
陳
述
の
あ
と
、
判
決
書
は
裁
判
官
の
到
達
し
た
結
論
を
述
べ
る
。
そ
れ
は
、「
本
訴
土
地
所
有
権
ハ
願
人
ニ
ア
ル
モ
被
願
人
ニ

永
小
作
ノ
権
之
レ
ア
ル
上
ハ
小
作
人
カ
該
地
エ
付
テ
ノ
権
利
ヲ
妨
害
ス
ル
等
ノ
所
為
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
単
ニ
之
ヲ
取
戻
ス
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト

心
得
ヘ
シ
訴
訟
入
費
ハ
総
テ
各
自
弁
タ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
裁
判
所
は
、
係
争
地
の
土
地
所
有
権
は
願
人
（
東
光
寺
）
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
で
は
い
か
に
し
て
裁
判
所
は
こ
の
結
論
に
到
達
し

─　　─
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た
か
。
本
判
決
は
、
七
ヵ
条
に
わ
た
っ
て
そ
の
理
由
を
述
べ
る
が
、
被
願
人
の
主
張
が
採
用
し
が
た
い
理
由
を
述
べ
る
形
で
書
か
れ
、
願
人
側

に
所
有
権
が
あ
る
と
判
断
し
た
理
由
は
間
接
的
に
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
き
わ
め
て
分
か
り
づ
ら
い
。
あ
え
て
そ
の
論
理
を
抽
出
す

る
と
、
①
享
保
年
間
東
光
寺
開
山
堂
永
遠
保
存
の
た
め
佐
々
並
に
あ
る
荒
蕪
地
開
墾
を
出
願
し
、
当
時
山
口
藩
の
允
許
を
得
て
東
光
寺
よ
り
米

金
を
支
出
し
て
開
拓
料
に
あ
て
た
こ
と
は
充
分
確
認
で
き
る
（
第
二
条
）。
②
采
地
返
上
の
際
係
争
地
は
東
光
寺
の
関
係
を
離
れ
た
と
す
る
被

願
人
の
主
張
は
、
採
用
で
き
な
い
。
東
光
寺
の
関
係
を
離
れ
た
以
降
も
三
五
貫
目
の
修
補
料
を
付
与
さ
れ
て
い
る
の
を
み
れ
ば
、（
被
願
人
は
）

元
々
所
有
す
べ
き
原
因
な
く
し
て
占
領
し
て
い
る
と
い
え
る
（
第
三
条
）。
③
被
願
人
は
願
人
よ
り
金
米
を
受
け
て
開
拓
に
従
事
し
今
日
ま
で

耕
耘
し
て
き
た
の
で
、
永
小
作
人
と
い
え
る
（
第
四
条
）。
④
論
地
の
地
券
が
被
願
人
側
に
下
付
さ
れ
た
の
は
、
林
秀
輔
「
書
上
帳
」
に
依
拠

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
旧
記
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
（
第
五
条
）。
以
上
で
あ
る
。
し
か
し
判
決
の
論
理
は
明
解
と
は
い
い
が
た
く
、
私

た
ち
に
は
論
旨
が
見
え
て
こ
な
い
。

　
さ
て
、
本
判
決
の
結
論
は
、
い
か
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
土
地
所
有
権
は
願
人
（
東
光
寺
）
に
あ
る
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
と
す
る

と
東
光
寺
側
の
年
来
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
勝
利
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
受
け
取
っ
て
い
い
か
ど
う
か
。
判
決
は
ま
た
、
被

願
人
（
佐
々
並
村
民
一
一
〇
名
余
）
に
永
小
作
権
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
、
小
作
人
に
東
光
寺
の
所
有
権
を
妨
害
す
る
行

為
が
あ
れ
ば
格
別
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
な
け
れ
ば
「
単
ニ
之
ヲ
取
戻
ス
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
該
地
の
取

戻
し
を
求
め
た
東
光
寺
側
の
請
求
は
聞
き
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
読
め
な
い
こ
と
も
な
い
。
か
つ
訴
訟
費
用
は
各
自
の
負
担
と
し
て
い
る
点
か

ら
も
、
東
光
寺
側
の
完
全
勝
訴
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
判
決
を
執
行
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
い
っ
た
い
実
務
は

ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
魔
訶
不
思
議
な
判
決
と
述
べ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
私
は
、
山
口
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
明
治
二
十
年
民
事
記 

中
の
「
明
治
二
十
年
第
九
号
　
開
作
田
地
取
戻
御
裁
判
執
行
願
」
に

（

）
１４録
』

─　　─
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引
用
さ
れ
た
「
裁
判
言
渡
書
」
を
見
な
が
ら
、
右
の
文
章
を
し
た
た
め
て
き
た
。
こ
の
「
裁
判
言
渡
書
」
は
、
判
決
後
当
事
者
に
交
付
さ
れ
た

判
決
書
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
判
決
文
中
に
判
読
の
困
難
な
文
字
が
あ
っ
た
の
で
、「
民
事
判
決
原
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

中
の
史
料
と
比
べ
て
み
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み 

　
私
は
、
両
者
を
比
較
し
て
み
て
、
両
者
間
に
大
き
な
違
い
の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
右
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
た
判
決
原
本
に
は
、

文
章
の
抹
消
や
追
加
の
跡
が
あ
り
、
裁
判
官
の
推
敲
過
程
が
う
か
が
え
る
こ
と
が
あ
る
。
通
常
は
、
短
い
文
章
の
追
加
や
単
純
な
誤
字
訂
正
程

度
に
と
ど
ま
る
。
と
こ
ろ
が
本
判
決
に
お
い
て
は
、
当
初
の
文
章
と
最
終
的
な
判
決
文
と
が
あ
ま
り
に
も
相
違
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
大
き
な
訂
正
が
二
ヶ
所
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
地
券
発
行
時
の
事
情
を
述
べ
た
部
分
で
、「
旧
名
寄
帳
ニ
基
キ
各
所
有
主
ヲ 
甄 
別
シ
テ
地
券
台

け
ん

帳
ニ
登
録
シ
県
庁
ヘ
進
達
ノ
上
地
券
ヲ
下
付
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ハ
」
と
い
う
部
分
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
部
分
は
被
願
人
の
主
張

の
要
約
部
分
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
深
い
意
味
か
ら
の
修
正
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

　
も
う
一
つ
は
、
最
後
の
結
論
部
分
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
、「
願
人
請
求
ノ
開
作
田
地
ハ
被
願
人
ヨ
リ
還
却
ス
ヘ
シ
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が

修
正
さ
れ
た
結
果
、「
本
訴
土
地
所
有
権
ハ
願
人
ニ
ア
ル
モ
被
願
人
ニ
永
小
作
ノ
権
之
レ
ア
ル
上
ハ
小
作
人
カ
該
地
エ
付
テ
ノ
権
利
ヲ
妨
害
ス

ル
等
ノ
所
為
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
単
ニ
之
ヲ
取
戻
ス
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
心
得
ヘ
シ
」
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
当
初
の
文
言

で
は
、
開
作
田
地
は
被
願
人
に
願
人
へ
の
返
還
を
命
じ
る
と
い
う
願
人
側
の
完
全
勝
利
と
な
っ
て
い
た
。
所
有
権
の
所
在
に
つ
い
て
は
明
確
な

言
明
は
な
い
が
、
係
争
地
の
所
有
権
が
願
人
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
の
返
還
命
令
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
文
言
修
正
に
よ
っ
て
、

所
有
権
の
所
在
は
願
人
側
に
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
た
も
の
の
、
係
争
地
を
取
り
戻
し
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
不
透
明
と
い
う

結
論
に
終
わ
っ
た
。

　
以
上
の
点
は
、
訴
訟
入
費
の
取
扱
に
も
反
映
し
て
い
る
。
当
初
は
「
訴
訟
入
費
ハ
総
テ
被
願
人
ニ
於
テ
之
ヲ
負
担
ス
ヘ
シ
」
で
あ
っ
た
の
が
、

（

）
１５た
。
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加
筆
修
正
後
は
、「
訴
訟
入
費
ハ
総
テ
各
自
弁
タ
ル
ヘ
シ
」
と
な
っ
た
、
す
な
わ
ち
訴
訟
費
用
負
担
は
、
両
当
事
者
の
痛
み
分
け
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

三

地
所
見
認
方
請
求
訴
訟
の
顛
末

（
１
）
東
光
寺
側
「
説
明
願
」
と
山
口
始
審
裁
判
所
の
命
令

　
大
阪
控
訴
院
の
不
可
思
議
な
判
決
を
受
け
て
、
直
ち
に
原
告
が
行
動
を
起
こ
し
た
。
す
な
わ
ち
判
決
の
約
一
ヶ
月
後
の
八
月
二
日
原
告
側
代

言
人
冨
田
治
左
衛
門
が
、
大
阪
控
訴
院
長
児
島
惟
謙
あ
て
に
、「
御
説
明
願
」
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
前
掲
『
明
治
二
十
年

民
事
記
録
　
山
口
始
審
裁
判
所
』
中
の
「
開
作
田
地
取
戻
御
裁
判
執
行
願
」
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
た
。
以
下
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
御
説
明
願

　
　
本
年
第
百
四
十
三
号
御
審
判
願
事
件
ニ
付
客
月
八
日
御
裁
判
御
言
渡
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
其
御
判
文
ニ
（
本
訴
土
地
所
有
権
ハ
願
人
ニ
ア
ル

モ
被
願
人
ニ
永
小
作
権
之
ア
ル
上
ハ
小
作
人
カ
該
地
エ
付
テ
ノ
権
利
ヲ
妨
害
ス
ル
等
ノ
所
為
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
単
ニ
之
ヲ
取
戻
ヲ
得
サ

ル
モ
ノ
ト
心
得
ヘ
シ
）
ト
ノ
御
判
決
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
シ
ニ
基
キ
之
レ
カ
執
行
ヲ
需
ム
ル
ニ
至
テ
ハ
地
券
名
前
換
加
調
米
要
求
等
ハ
別
段
御
説

明
ヲ
仰
カ
サ
ル
モ
一
目
瞭
然
タ
ル
処
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
其
他
地
券
名
前
換
ニ
於
テ
該
地
旧
反
別
五
町
歩
ヲ
被
願
人
等
カ
専
横
ノ
所
為
ニ
テ
一

旦
佐
々
並
一
村
ノ
帳
簿
ニ
組
込
ミ
候
上
ハ
今
之
レ
カ
区
別
ヲ
立
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
既
ニ
御
裁
判
状
ニ
御
説
明
ヲ
下
サ
レ
タ
ル
第
一
条
中
甲
第

八
号
証
天
保
十
三
年
度
名
寄
帳
第
七
条
中
甲
第
十
六
号
証
明
治
四
五
年
度
名
寄
帳
等
ノ
字
地
番
号
等
ニ
照
合
シ
テ
地
券
証
ヲ
受
領
ス
ヘ
キ

モ
ノ
ト
思
考
致
候
得
共
為
念
此
段
奉
伺
候
間
何
分
ノ
御
説
明
ヲ
与
ヘ
ラ
ル
ヘ
キ
様
伏
シ
テ
奉
願
上
候

　
　
　
　
明
治
十
九
年
八
月
二
日
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願
人
　
森
田
松
嶺
外
二
名
代
言
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
島
県
広
島
区
袋
町
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
田
治
左
エ
門
　
印

　
　
大
阪
控
訴
院
長

　
　
　
　
　
児
島
惟
謙 
殿

　
　〔
以
下
朱
書
〕　
　
御
印

割
　
　
書
面
旧
反
別
五
町
歩
ニ
相
当
ス
ル
改
正
反
別
ノ
地
券
ヲ

印
　
　
受
ク
ヘ
キ
コ
ト
ト
心
得
ヘ
シ

　
こ
の
割
印
が
捺
印
さ
れ
た
朱
書
記
載
か
ら
「
説
明
願
」
の
趣
旨
を
大
阪
控
訴
院
が
了
承
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
お
そ
ら
く

「
御
印
」
の
部
分
に
は
、
児
島
院
長
の
職
印
が
捺
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
本
文
書
は
謄
本
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
陰
影
を
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
大
阪
控
訴
院
の
見
解
は
、
直
ち
に
山
口
始
審
裁
判
所
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
同
始
審
裁
判
所
は
、
明
治
二
〇
年
二
月
八
日
付
で
、
大

阪
控
訴
院
の
裁
判
を
執
行
す
る
命
令
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
文
書
に
は
、
乾
判
事
の
認
印
が
捺
印
さ
れ
て
い
る
。

　
　
当
裁
判
所
ハ
山
口
県
長
門
国
阿
武
郡
椿
郷
東
分
村
東
光
寺
住
職
竹
内
松
嶺
外
弐
名
ヨ
リ
同
県
同
国
同
郡
佐
々
並
村
平
民
井
上
源
次
郎
外
百

九
名
ヘ
係
ル
開
作
田
地
取
戻
訴
訟
事
件
ニ
付
大
阪
控
訴
院
ノ
言
渡
シ
タ
ル
此
裁
判
ノ
執
行
ヲ
命
令
ス
ル
者
也

　
　
　
明
治
廿
年
二
月
八
日

─　　─
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光
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山
口
始
審
裁
判
所

（
２
）
地
所
見
認
方
請
求
訴
訟
の
提
起

　
と
こ
ろ
が
、
裁
判
所
の
命
令
が
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
民
た
ち
は
あ
れ
こ
れ
と
言
を
構
え
て
面
従
腹
背
、
判
決
の
執
行
は
遅
々
と

し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
原
告
側
代
人
三
宅
孟
の
「
副 

が
物
語
っ
て
い
る
（
傍
線
は
削
除
部
分
を
示
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
副
書

　
　
一
甲
者
従
来
所
有
ス
ル
地
所
ヲ
売
却
セ
シ
中
ニ
今
回
東
光
寺
ノ
所
有
ニ
帰
ス
ル
地
所
ノ
ア
リ
テ
甲
者
ハ
乙
者
ヘ
売
渡
シ
タ
ル
地
所
ニ
相
当

ス
ル
モ
ノ
ト
云
ヒ
乙
者
曽
テ
不
肯
シ
テ
両
者
ヘ
売
却
セ
シ
コ
ト
ア
レ
ハ
之
レ
ニ
相
当
セ
ン
ナ
ラ
ン
ト
云
ニ
丙
者
信
ン
シ
ス
唯
争
フ
迄
ニ

テ
客
年
以
来
今
日
迄
モ
決
果
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ノ
点
ア
リ

　
　
一
客
年
八
月
以
来
数
十
名
ハ
地
券
書
換
ノ
義
ハ
異
議
ナ
ク
取
謀
フ
ヘ
ク
ト
申
立
ル
而
已
ニ
シ
テ
事
業
ヲ
取
ラ
ス
約
リ
本
年
三
月
御
庁
ノ
御

命
令
書
ニ
依
リ
担
当
人
ヲ
シ
テ
相
当
ス
ル
地
券
ノ
取
調
ヲ
モ
為
シ
既
ニ
書
換
ノ
手
続
ヲ
為
ス
ノ
景
況
ヲ
視
セ
ナ
カ
ラ
徒
ラ
ニ
之
ヲ
遷
延

ス
　
亦
タ
数
名
取
調
ヲ
モ
致
サ
丶
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
佐
々
並
村
派
出
ノ
警
官
ニ
助
力
ヲ
乞
フ
ト
雖
ト
モ
之
レ
又
肯
ハ
サ
ル
ヲ
以
五
月
十
八

日
義
務
者
御
召
喚
ノ
義
ヲ
願
出
候
処
再
度
ノ
御
命
令
書
可
相
願
ト
ノ
御
談
ヲ
蒙
リ
其
御
下
付
ヲ
得
而
シ
テ
受
村
戸
長
役
場
ヘ
其
趣
旨
願

書
ヲ
以
願
出
候
処
個
ハ
是
レ
権
利
者
即
チ
東
光
寺
ノ
所
有
ニ
帰
ス
ル
地
所
ト
義
務
者
所
有
地
ト
ヲ
合
併
シ
以
テ
一
筆
ノ
地
券
証
ヲ
下
与

セ
ラ
レ
ア
レ
ハ
之
レ
カ
分
割
方
法
ニ
異
議
ヲ
生
ス
ル
ニ
起
因
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
　
而
シ
テ
今
ヤ
該
地
券
証
ノ
書
換
ヲ
為
サ
ン
ニ
ハ
明
治
十

五
年
一
月
三
十
一
日
ノ
御
布
達
土
地
分
割
取
扱
手
続
ニ
依
拠
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
思
考
仕
候
（
第
一
条
売
買
譲
渡
等
ノ
為
メ
一
筆
ノ
土
地
ヲ

分
割
シ
テ
奥
書
割
印
ヲ
受
ケ
地
券
書
換
ヲ
請
ハ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ハ
境
界
ヲ
明
瞭
ニ
シ
テ
其
反
別
ヲ
正
シ
地
位
ノ
優
劣
ニ
ヨ
リ
全
筆
ノ

（

）
１６書
」

─　　─
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地
価
ヲ
）
云
々
（
第
二
条
戸
長
ハ
実
地
ヲ
検
シ
不
都
合
ナ
キ
時
ハ
奥
書
割
印
ヲ
ナ
シ
若
シ
反
別
実
価
配
分
上
不
適
当
ノ
モ
ノ
ア
リ
ト
認

ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
其
旨
ヲ
説
諭
）
云
々
〔
第
三
条
ヲ
署
シ
但
書
ニ
〕（
但
売
買
譲
渡
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
自
己
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
一
筆
ノ
土
地

ヲ
分
割
ス
ル
モ
前
条
々
ノ
例
ニ
ヨ
ル
ヘ
シ
）
ト
ア
リ
テ
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
仮
リ
ニ
反
別
壱
反
歩
ノ
地
券
ト
ス
此
中
ニ
甲
所
有
地
三
畝
歩

ア
リ
乙
所
有
地
七
畝
歩
ナ
リ
之
レ
カ
現
畝
歩
ハ
壱
反
五
畝
ア
ル
ト
キ
ハ
地
券
面
ノ
壱
反
歩
ヲ
除
キ
残
ル
五
畝
歩
ハ
甲
ノ
三
畝
歩
ト
乙
ノ

七
畝
歩
ト
ニ
分
与
ス
ル
コ
ト
正
当
ノ
処
置
ナ
リ
ト
私
考
セ
リ
　
然
ル
ニ
義
務
者
ヲ
シ
テ
現
畝
歩
ハ
幾
干
ア
ル
ニ
モ
ス
ラ
権
利
者
ノ
三
畝

歩
ヲ
合
併
シ
ヲ
レ
ハ
唯
其
三
畝
歩
ヲ
而
已
切
渡
余
地
ノ
分
配
ハ
致
サ
丶
ル
モ
ノ
ト
主
張
ス
　
中
ニ
権
利
者
東
光
寺
分
ノ
地
所
ヲ
而
已
ヲ

全
筆
ノ
地
券
証
ヲ
受
得
セ
シ
ア
ル
ノ
部
分
ハ
果
シ
テ
反
別
ニ
縋
余
地
ヲ
除
キ
切
渡
サ
ン
ト
云
フ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
シ
テ
地
券
ノ
書
換
モ
為
シ

現
地
モ
不
残
引
渡
ス
可
ク
ト
云
フ
ニ
ア
リ
　
然
レ
ハ
則
チ
以
前
ニ
ハ
別
チ
ア
ル
ヲ
合
併
シ
以
テ
一
筆
ノ
地
券
証
ト
セ
シ
コ
ト
ハ
取
リ
モ

直
サ
ス
義
務
者
ノ
都
合
上
ヨ
リ
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
　
今
ヤ
全
筆
ノ
如
キ
直
当
ニ
処
置
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
合
併
シ
テ
今
ヤ
一
筆
ナ
ル
ヲ
分

割
ス
ル
ト
雖
ト
モ
前
陳
ノ
如
ク
取
謀
フ
可
ク
筈
ナ
リ
若
シ
之
レ
カ
実
地
ニ
就
キ
反
別
ニ
不
足
ヲ
生
ス
ル
ト
キ
ハ
畝
数
ニ
負
担
ス
ル
ハ
当

然
ナ
リ
ト
思
考
仕
候

　
　
　
前
条
ノ
場
合
ニ
御
座
候
処
受
村
戸
長
ニ
於
テ
モ
結
局
戸
長
ノ
元
ニ
テ
ハ
落
着
ニ
ハ
難
至
ト
申
聞
候
間
不
止
得
義
務
者
御
召
喚
ヲ
奉
願
候

次
第
ニ
御
座
候
得
ハ
此
段
御
採
用
被
成
下
候
様
奉
仰
願
候
也

　
　
　
　
　
　 
明
治
二
十
年
六
月
三
十
日
　 
山
口
県
阿
武
郡
椿
郷
東
分
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
松
嶺
外
二
名
代
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
広
島
県
平
民
　
三
宅
　
孟
㊞

　
　
　
　
　
山
口
始
審
裁
判
所
書
記
局
　
御
中

─　　─
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権
利
者
（
東
光
寺
側
）
に
対
す
る
義
務
者
（
村
民
側
）
の
抵
抗
と
し
て
は
、
①
甲
が
乙
へ
売
却
し
た
所
有
地
の
中
に
権
利
者
東
光
寺
分
が
含

ま
れ
て
い
る
と
言
う
の
に
対
し
、
乙
は
そ
れ
は
別
の
売
却
地
で
あ
る
と
否
定
し
て
争
う
。
②
義
務
者
は
地
券
書
換
え
に
異
議
は
な
い
と
言
い
な

が
ら
、
い
た
ず
ら
に
手
続
き
を
引
き
延
ば
す
。
③
派
出
警
官
や
戸
長
役
場
の
協
力
を
得
て
、
義
務
者
召
喚
を
求
め
る
も
、
再
三
再
四
召
喚
に
応

じ
な
い
、
等
々
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
村
民
側
が
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
く
り
返
し
、
手
続
き
進
行
が
進
ま
な
い
原
因
に
つ
い
て
東
光

寺
側
代
人
三
宅
孟
は
、
権
利
者
所
有
分
と
義
務
者
所
有
分
が
一
筆
の
土
地
中
に
合
併
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
分
割
方
法
に
義
務
者
側
が
あ
れ
こ
れ

と
異
議
を
申
し
立
て
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
途
方
に
暮
れ
た
代
人
の
三
宅
は
、
再
度
の
命
令
書
伝
達
、
戸
長
役
場
で
の
説
諭
、
裁
判
所
へ
の
召
喚
願
提
出
な
ど
あ
れ
こ
れ
試
み
る
が
、
徒

労
に
終
わ
っ
た
。
そ
こ
で
三
宅
は
、
同
年
八
月
四
日
つ
い
に
「
裁
判
執
行
願
」
を
一
時
願
い
下
げ
と
し
た
。
こ
れ
は
、
改
め
て
「
地
所
見
認
方

請
求
ノ
訴
訟
」
を
提
起
し
、
勝
訴
を
得
た
う
え
で
、
公
力
を
も
っ
て
村
民
た
ち
名
義
の
田
畑
か
ら
東
光
寺
所
有
地
分
を
区
分
さ
せ
、
そ
の
上
で

地
券
書
換
ま
で
進
も
う
と
す
る
目
論
見
で
あ
っ
た
。

　「
地
所
見
認
方
請
求
ノ
訴
訟
」
の
提
起
日
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
恐
ら
く
明
治
二
〇
年
の
後
半
で
あ
ろ
う
。
同
訴
訟
の
原
告
は
竹
内
松
嶺

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
竹
内
は
、
先
代
東
光
寺
住
職
森
田
松
嶺
の
後
継
者
で
あ
ろ
う
。
ま
た
東
光
寺
の
門
徒
総
代
二
名
が
原
告
に
加
わ
る
こ
と
、

前
記
大
阪
控
訴
院
の
差
戻
審
と
同
様
で
あ
っ
た
。

　
原
告
東
光
寺
側
は
被
告
村
民
側
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
第
一
は
、
Ｔ
Ｙ
金
五
郎
外
四
二
名
、
第
二
は
、
Ｈ
Ｓ
修

三
だ
け
で
あ
る
が
Ｆ
Ｉ
市
五
郎
を
参
加
被
告
人
に
加
え
た
。
第
三
は
、
Ｙ
Ｍ
市
松
外
六
三
名
で
あ
っ
た
。
三
グ
ル
ー
プ
に
分
離
さ
れ
た
と
は
い

う
も
の
の
、
審
理
は
並
行
し
て
す
す
め
ら
れ
た
。
原
告
側
代
言
人
は
大
分
県
平
民
で
山
口
県
で
開
業
し
て
い
た
小
河
源
一
、
被
告
側
は
代
言
人

と
し
て
山
口
県
士
族
の
小
田
寅
亮
お
よ
び
代
人
と
し
て
Ｆ
Ｉ
半
一
が
代
理
人
を
つ
と
め
た
。
三
件
と
も
、
裁
判
官
は
判
事
の
脇
屋
雄
六
、
判
決

─　　─

＜

論
　
　
説＞

修
道
法
学
　
四
二
巻
　
二
号

（
　
　
　
）

─　　─42

五
〇
三

二
三
七



は
明
治
二
二
年
一
二
月
二
〇
日
で
あ
っ
た
。

（
３
）
山
口
始
審
裁
判
所
の
判
決

　
①
第
一
事 

ま
ず
第
一
事
件
（
東
光
寺
対
Ｔ
Ｙ
金
五
郎
外
四
二
名
）
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
よ
う
。
原
告
の
請
求
は
、
明
治
一
九
年
七

月
八
日
の
大
阪
控
訴
院
判
決
に
お
い
て
旧
反
別
五
町
歩
の
土
地
が
東
光
寺
の
所
有
と
確
定
し
た
の
で
、
被
告
各
自
は
自
分
の
小
作
し
た
土
地
の

新
地
番
新
畝
歩
を
見
認
す
る
よ
う
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
被
告
側
は
、
大
阪
控
訴
院
の
判
決
は
名
寄
帳
に
記
載
す
る
地

所
が
原
告
の
所
有
と
い
う
こ
と
を
判
示
し
た
に
す
ぎ
ず
、
原
告
に
対
し
「
該
物
件
ノ
所
在
広
狭
等
ヲ
〔
被
告
に
〕
指
定
セ
シ
メ
得
可
キ
権
義
ノ

関
係
ヲ
構
造
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
在
ラ
ス
」、
す
な
わ
ち
一
種
の
依
頼
で
あ
っ
て
権
利
義
務
の
問
題
で
は
な
い
、
と
主
張
し
た
。

　
両
当
事
者
の
主
張
に
対
し
、
山
口
始
審
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
大
阪
控
訴
院
の
判
決
は
、「
其
争
訟
ニ
係
ル
地
所
ハ
其
所
有
権
原

告
東
光
寺
ニ
在
ル
モ
被
告
等
ニ
其
永
小
作
権
ア
ル
ヲ
以
テ
小
作
人
ニ
該
地
ニ
付
テ
ノ
権
利
ヲ
妨
害
ス
ル
等
ノ
所
為
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
単
ニ
之

ヲ
取
戻
ス
ヲ
得
ス
」
と
判
示
し
て
お
り
、
現
地
取
戻
し
の
請
求
は
採
用
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
訴
訟
入
費
に
つ
い
て
も
各
自
自
弁
と

い
う
判
決
な
の
で
、
そ
も
そ
も
こ
の
裁
判
は
あ
え
て
執
行
を
要
す
べ
き
点
は
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
一
九
年
の
丈
量
改
正
に

よ
り
地
券
制
度
そ
の
も
の
が
消
滅
し
て
お
り
、「
改
正
反
別
の
地
券
」
な
る
も
の
が
存
在
し
な 

指
摘
し
た
。
さ
ら
に
旧
名
寄
帳
は
当
該
地

の
字
、
旧
反
別
、
小
作
人
の
氏
名
を
掲
げ
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
原
告
が
書
き
替
え
を
求
め
る
に
は
い
か
な
る
名
称
の
券
証
か
、
ま
た
対
象

地
の
位
置
お
よ
び
畝
歩
を
特
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
原
告
が
こ
れ
ら
を
指
示
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
原
告
が
直
接
に
土
地
を

管
理
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、
原
告
の
不
注
意
に
起
因
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
被
告
ら
は
、
三
〇
石
の
米
を
加
調
石

と
し
て
蔵
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
東
光
寺
か
ら
開
墾
料
を
受
け
て
開
い
た
地
所
と
東
光
寺
に
関
係
し
な
い
地
所
を
混
淆
し
、
両
者
と

（

）
１７件
　

（

）
１８い
と
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も
に
自
己
の
所
有
地
と
信
じ
て
地
券
の
授
与
を
受
け
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
咎
め
る
べ
き
過
誤
は
な
い
。
原
告
等
は
大
阪
控
訴
院
か
ら
執

行
の
掛
け
合
い
を
受
け
た
と
い
う
が
、
こ
の
裁
判
た
る
や
そ
も
そ
も
直
ち
に
完
全
な
執
行
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
し
て
訴
訟
入
費
の
負
担
に
つ
い
て
、
判
決
は
、
原
告
ら
は
不
完
全
な
訟
求
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、「 
説
令 
本
訴
ハ
原
告
ノ
勝
訴
ニ
帰

た
と
ひ

ス
ル
モ
尚
ホ
其
訴
訟
入
費
ハ
原
告
ノ
負
担
ニ
帰
ス
可
キ
ノ
筋
タ
リ
」、
と
述
べ 

　
こ
こ
ま
で
読
ん
で
私
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
」
に
お
け
る
ポ
ー
シ
ャ
の
論
法
を
想
起
し
た
。
開
作
田
地
に
関
す

る
東
光
寺
の
所
有
権
は
認
め
ま
し
ょ
う
、
し
か
し
そ
の
取
戻
し
＝
返
還
請
求
は
認
め
ま
せ
ん
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
②
第
二
事 

つ
ぎ
に
第
二
事
件
（
東
光
寺
対
Ｈ
Ｓ
修
三
の
事
件
）
を
と
り
あ
げ
る
。
原
告
東
光
寺
側
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
名
寄
帳
上
Ο
Ｍ

八
右
衛
門
の
名
義
で
あ
っ
た
一
反
二
四
歩
の
土
地
は
、
Ｈ
Ｓ
修
三
を
経
由
し
て
現
在
は
Ｆ
Ｉ
市
五
郎
（
参
加
人
）
が
所
有
す
る
土
地
の
い
ず
れ

か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
土
地
は
、
大
阪
控
訴
院
の
判
決
で
東
光
寺
の
所
有
と
認
定
さ
れ
た
の
で
、
被
告
Ｈ
Ｓ
修
三
に
そ
の
見
認
を
求
め
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　
被
告
Ｈ
Ｓ
修
三
の
主
張
は
、
Ο
Ｍ
八
右
衛
門
の
所
有
す
る
土
地
は
二
筆
あ
り
、
東
光
寺
に
関
係
す
る
土
地
は
Ο
Ｍ
弥
五
郎
（
八
右
衛
門
の
相

続
人
）
か
ら
Ｆ
Ｉ
市
五
郎
（
参
加
人
）
が
買
得
し
た
土
地
で
あ
る
。
自
分
所
有
の
土
地
は
、
八
右
衛
門
が
Ｙ
Ｍ
朔
一
に
売
渡
し
、
そ
の
後
朔
一

か
ら
買
得
し
た
土
地
で
あ
り
、
東
光
寺
関
連
の
土
地
と
は
関
係
が
な
い
と
述
べ
た
。

　
判
決
で
は
、
Ο
Ｍ
弥
五
郎
は
開
作
田
地
訴
訟
に
関
与
し
た
と
自
陳
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
証
言
に
は
証
拠
能
力
が
な
い
。
ま
た
、
原
告
代
理

人
は
、
争
い
と
な
っ
て
い
る
五
畝
歩
の
地
所
が
修
三
（
被
告
）
の
土
地
か
Ｆ
Ｉ
市
五
郎
（
参
加
人
）
の
土
地
か
は
両
名
の
間
で
決
し
た
方
に
請

求
す
る
と
い
っ
て
い
る
。
本
件
は
、
確
定
物
に
関
す
る
訴
訟
で
あ
る
か
ら
、
訴
訟
物
の
確
定
は
原
告
に
挙
証
責
任
が
あ
る
と
し
て
、「
本
訴
ハ

原
告
ノ
挙
証
未
タ
尽
サ
丶
ル
所
ア
リ
テ
其
物
件
ヲ
確
認
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ニ
因
リ
原
告
ノ
請
求
相
立
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
、
原
告
の
敗
訴
を
言
い

（

）
１９た
。

（

）
２０件
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渡
し
た
。

　
③
第
三
事 

つ
い
で
第
三
事
件
（
東
光
寺
対
Ｙ
Ｍ
市
松
外
六
三
名
）
の
場
合
は
ど
う
か
。
本
事
件
に
お
い
て
も
、
原
告
東
光
寺
の
依
拠
す

る
所
は
、
開
作
田
地
の
所
有
権
は
東
光
寺
に
あ
り
と
し
た
大
阪
控
訴
院
の
判
決
で
あ
る
。
本
件
の
場
合
他
の
二
件
と
比
し
て
特
異
な
事
情
と
し

て
は
、
被
告
の
所
有
地
と
な
っ
て
い
る
新
地
番
新
畝
歩
の
土
地
が
、
開
作
田
地
に
由
来
す
る
土
地
と
被
告
固
有
の
土
地
（
い
ず
れ
も
旧
地
番
・

旧
畝
歩
）
と
が
混
淆
し
て
、
容
易
に
区
別
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
原
告
は
、「
比
例
ノ
算
法
」
す
な
わ
ち
旧
反
別
中
の

開
作
田
地
と
固
有
の
土
地
の
割
合
を
も
っ
て
新
地
番
の
土
地
を
見
認
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
こ
れ
に
対
し
被
告
側
代
言
人
は
、「
比
例
ノ
算
法
」
に
よ
る
見
認
を
許
容
す
れ
ば
、
被
告
の
固
有
地
も
し
く
は
自
費
開
墾
地
の
地
内
に
原
告

が
侵
入
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
不
当
の
請
求
で
あ
る
と
論
じ
た
。

　
裁
判
所
は
、
旧
畝
に
対
し
て
新
畝
に
「
延
畝
」
が
あ
る
場
合
、
開
作
田
地
と
固
有
地
が
同
一
の
割
合
で
「
延
畝
」
し
た
と
断
ぜ
ら
れ
る
か
ど

う
か
、
そ
の
挙
証
責
任
は
原
告
に
あ
る
。
そ
の
点
も
含
め
、
原
告
に
属
す
べ
き
土
地
の
指
定
─
名
寄
帳
記
載
の
字
反
別
が
旧
地
番
・
旧
畝
歩
の

い
ず
れ
に
該
当
し
、
ま
た
そ
れ
が
丈
量
改
正
後
の
新
地
番
・
新
畝
歩
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
─
は
、
原
告
が
な
す
べ
き
責
任
を
有
す
る
。
そ

れ
ゆ
え
、「
原
告
人
ノ
請
求
ハ
各
被
告
人
カ
見
認
メ
タ
ル
処
ノ
所
在
反
別
ニ
止
ル
モ
ノ
ト 

訴
訟
入
費
ハ
原
告
人
ノ
負
担
タ
ル
可
シ
」
と
判

決
を
く
だ
し
た
。む

す

び

　
本
件
「
東
光
寺
開
作
田
地
取
戻
訴
訟
」
は
、
そ
の
実
態
を
見
れ
ば
二
段
階
の
訴
訟
事
件
が
合
体
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
段
は
、
当

該
係
争
地
の
所
有
権
者
は
誰
か
と
い
う
事
件
で
あ
り
、
第
二
段
は
、
当
該
係
争
地
の
所
有
権
が
東
光
寺
に
存
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
佐
々

（

）
２１件
　

（

）
２２ス
其
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並
村
民
か
ら
当
該
土
地
の
取
戻
＝
引
渡
を
求
め
る
と
い
う
事
件
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
第
一
段
の
所
有
権
の
所
在
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
私
は
、
こ
の
問
題
が
裁
判
の
中
で
、
近
代
法
特
有
の
概
念
に
係
る
「
所

有
権
」
の
帰
趨
と
い
う
形
で
争
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
違
和
感
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
近
世
江
戸
時
代
の
土
地
所
有
は
、
近
代

法
と
は
異
な
る
所
有
体
系
の
下
に
存
在
し
た
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
は
、
在
地
知
行
制
が
残
存
し
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
封
建
領
主
（
＝
藩
主
）
の
領
有
権
〔
貢
租
の
徴
収
を
含
む
領
地
（
＝
蔵
入
地
）
支
配
と
一
体
〕、 
知
行
主
の
知
行
権
〔
貢
租
の
徴
収
を

含
む
知
行
地
内
の
支
配
と
一
体
〕、
百
姓
（
＝
農
民
）
の
所
持
権
〔
農
地
の
耕
作
権
を
主
た
る
内
容
と
す
る
〕、
の
三
層
構
造
に
お
い
て
存
在
し

た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
藩
に
お
い
て
は
、
在
地
知
行
の
衰
頽
に
伴
い
、
封
建
領
主
（
＝
藩
主
）
の
領
有
権
と
百
姓
（
＝
農
民
）

の
所
持
権
の
二
層
構
造
に
移
行
し
た
が
、
長
州
藩
の
場
合
は
、
在
地
知
行
が
強
固
に
残
存
し
、
さ
き
の
三
層
構
造
が
維
持
さ
れ
た
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
本
件
訴
訟
で
争
わ
れ
た
東
光
寺
開
作
田
地
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
判
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
東
光
寺
は
寺
院
で
あ
り
武
家
で
は

な
い
が
、
毛
利
家
に
よ
っ
て
特
権
を
擁
護
さ
れ
、
知
行
主
に
準
じ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
立
場
に
立
っ
て
、
係
争

地
が
さ
き
の
三
層
構
造
の
い
ず
れ
に
位
置
す
る
か
考
え
て
み
よ
う
。
最
初
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
享
保
一
九
（
一
七
三
四
）
年
の
佐
々
並
に
田
地
七

町
五
反
歩
が
開
作
さ
れ
た
時
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
二
町
五
反
歩
は
藩
庁
に
収
納
さ
れ
、
五
町
歩
は
村
民
に
割
当
ら
れ
か
つ
こ
の
内
か
ら
毎
年

十
二
石
が
「
加
調
米
」
と
し
て
開
山
堂
の
修
補
料
に
充
て
ら
れ
た
こ
と
で
は
原
被
告
双
方
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
藩
庁
に
収
納
さ

れ
た
二
町
五
反
歩
分
と
、
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
五
町
歩
分
は
東
光
寺
の
知
行
地
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
の
時
点
で
あ
る
。「
延
享
元
年
甲
子
当
国
山
内
縫
殿
以 
為 
祠
田
ノ
豊
凶
常
住

ラ
ク

 
有  
二

闕
余
一

也
悉

ン
ト

 
入 
二
レ 
田 
於
ヲ

 
官 
一
ニ 
官 ヨ
リ 
歳  コト
ニ 
賜 
二

十
二

ヲ

 
觧 
一

為
二

常

ヲ

 
準 
一

」
云
々
と
す
る
令
が
達
せ
ら
れ
た
。
こ
の
文
旨
は
、
開
作
田
地
に
つ
き
「
こ
と
ご
と
く
田
を
官
に

ト
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入
れ
、
官
よ
り
歳
ご
と
に
十
二
斛
を
賜
う
こ
と
を
常
と
な
し
た
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
官
と
は
こ
の
場
合
、
毛
利
家
＝
長
州
藩
で
あ
る
。

こ
れ
を
原
告
東
光
寺
の
よ
う
に
、「
官
に
附
託
し
た
」
と
読
む
の
は
、
か
な
り
強
引
な
解
釈
と
い
え
よ
う
。
原
告
東
光
寺
側
は
、
こ
の
あ
と
延

享
四
年
、
洪
水
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
佐
々
並
の
開
作
田
地
復
興
に
東
光
寺
か
ら
出
費
し
た
記
録
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
東
光
寺
に
所
有
権

あ
り
と
の
補
強
材
料
と
し
て
い
る
。
も
し
開
作
田
地
が
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
毎
年
十
二
石
の
開
山
堂
修
補
料
は
東
光
寺
の
財
政
か
ら

填
補
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
寺
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
ろ
う
。
復
興
費
用
が
い
か
な
る
方
面
に
支
出
さ
れ
た
か
主
張
が
な
い
が
、
お
そ
ら

く
大
部
分
は
復
興
に
従
事
し
た
農
民
の
労
賃
に
支
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
東
光
寺
が
毎
年
の
修
補
料
確
保
の
た
め
に
そ
の
分
を
支
出
し
た
と
考

え
れ
ば
納
得
が
ゆ
く
。
こ
れ
だ
け
で
所
有
の
証
明
と
な
す
の
は
弱
い
と
言
え
る
。

　
第
三
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
の
「
采
地
返
上
」
の
処
分
時
で
あ
る
。
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
藩
主
の
版
籍
奉
還
に

準
拠
し
て
、
家
臣
の
知
行
地
（
采
地
）
も
返
上
を
強
い
ら
れ
た
。
こ
の
時
も
し
係
争
地
が
東
光
寺
の
知
行
地
と
し
て
残
存
し
て
い
れ
ば
、
返
上

処
分
の
対
象
と
な
り
、
蔵
入
地
に
強
制
編
入
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
判
決
が
認
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
「
采
地
返
上
」
の
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
該
地
は
も
は
や
東
光
寺
の
土
地
で
は
な
い
と
自
他
と
も
に
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
明
治
六
年
以
後
の
地
租
改
正
に
お
い
て
は
、
全
国
的
に
農
民
の
所
持
を
所
有
権
と
認
定
す
る
方
向
で
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
検
地
帳
や
名

寄
帳
の
記
載
に
依
拠
し
て
、
所
有
地
は
確
定
さ
れ
、
漸
次
地
券
が
発
行
さ
れ
た
。
本
件
訴
訟
の
係
争
地
も
、
名
寄
帳
記
載
に
従
っ
て
村
民
に
地

券
が
交
付
さ
れ
、
地
所
見
認
請
求
の
段
階
で
は
腑
分
け
不
可
能
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
各
村
民
固
有
の
田
畑
と
開
作
田

地
に
由
来
す
る
土
地
は
一
体
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
勘
案
す
る
と
、
東
光
寺
に
所
有
権
を
認
定
し
た
大
審
院
お
よ
び
大
阪
控
訴
院

差
戻
審
の
判
断
に
は
、
そ
も
そ
も
相
当
無
理
が
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
東
光
寺
側
は
、
大
審
院
お
よ
び
大
阪
控
訴
院
差
戻
審
判
決
に
お
い
て
開
作
田
地
の
所
有
権
を
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
結
局
土
地
の
取
り
戻
し
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を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
大
審
院
の
判
決
は
そ
れ
と
し
て
、
大
阪
控
訴
院
は
判
決
起
案
の
段
階
ま
で
は
、
東
光
寺
に
開
作
田
地
の
所
有
権
を
認
め
る
と
と
も
に
土

地
取
戻
し
を
命
ず
る
意
図
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
判
決
文
言
確
定
に
至
る
段
階
で
、
完
全
に
方
向
が
転
回
し
た
。
こ
の
原
因
は

ど
こ
に
あ
っ
た
か
。
考
え
ら
れ
る
可
能
性
の
ひ
と
つ
は
、
合
議
の
過
程
で
本
事
案
特
有
の
複
雑
さ
（
寺
院
側
の
所
有
権
を
容
認
し
た
と
し
て
も

執
行
は
き
わ
め
て
む
つ
か
し
い
と
い
う
事
情
）
に
気
づ
い
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
大
審
院
判
決
の
強
引
さ
に
対
す
る
控
訴

院
側
の
反
撥
で
あ
る
。
大
審
院
は
、
強
引
な
論
法
で
東
光
寺
の
所
有
地
と
す
る
方
向
で
判
決
を
と
り
ま
と
め
た
。
藩
政
期
に
お
け
る
当
該
地
の

所
有
関
係
や
、
明
治
三
年
の
「
采
地
返
上
」
処
分
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
な
ど
根
本
的
な
問
題
を
検
討
せ
ず
、
こ
の
結
論
を
導
い
た
の
で
は
な

い
か
と
の
疑
念
が
控
訴
院
側
に
生
じ
た
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
。

　
さ
ら
に
見
認
事
件
で
あ
る
が
、
こ
の
事
件
は
通
常
の
訴
訟
事
件
の
枠
か
ら
は
み
出
し
た
特
異
な
事
件
で
あ
っ
た
。
原
告
は
被
告
の
所
有
地
に

対
し
、
開
作
田
地
由
来
の
部
分
と
被
告
固
有
の
土
地
と
を
分
割
す
る
こ
と
や
、
比
例
法
に
よ
る
振
り
分
け
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
被
告
側
は
、

こ
れ
は
原
告
か
ら
被
告
に
対
す
る
「
依
頼
」
で
あ
っ
て
、
権
利
・
義
務
の
所
在
を
め
ぐ
る
訴
訟
と
は
言
え
な
い
と
主
張
し
た
。

　
見
認
事
件
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
山
口
始
審
裁
判
所
の
ほ
う
も
、
第
一
事
件
で
は
、「
然
ル
ニ
原
告
ハ
直
接
ニ
其
土
地
ノ
管
理
ヲ
為
サ
丶

リ
シ
ヨ
リ
遂
ニ
其
自
己
所
有
地
ノ
所
在
広
狭
等
ヲ
知
ラ
サ
ル
ニ
至
リ
茲
ニ
被
告
小
作
人
等
ニ
之
レ
ヲ
問
フ
ヲ
要
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
所
以
ノ
モ
ノ

ハ
抑
原
告
自
己
ノ
不
注
意
ニ
起
因
ス
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
」
と
、
所
有
権
あ
り
と
主
張
す
る
原
告
が
対
象
と
す
る
土
地
の
現
況
を
ま
っ

た
く
把
握
し
て
い
な
い
と
い
う
管
理
の
「
不
注
意
」
を
指
摘
し
た
。
ま
た
第
二
事
件
で
は
、「
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
名
寄
帳
ノ
旧
五
畝
歩
ハ
原
告
申

述
ノ
如
ク
被
告
両
人
ノ
現
ニ
所
有
ス
ル
地
所
中
ニ
含
有
セ
ル
モ
ノ
タ
ル
ニ
モ
セ
ヨ
素
ヨ
リ
確
定
物
ニ
関
ス
ル
ノ
訴
訟
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
何
レ
ノ
一

方
タ
ル
可
キ
ヲ
確
認
ス
ル
ノ
証
左
ア
ラ
サ
ル
限
リ
ハ
原
告
ノ
挙
証
ニ
於
テ
未
タ
尽
サ
丶
ル
処
ア
ル
モ
ノ
ト
シ
其
請
求
ヲ
排
斥
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
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と
、
確
定
物
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
原
告
に
挙
証
責
任
が
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
係
争
地
の
反
畝
歩
・
地
番
等
を
ま
っ
た
く
指
示
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
原
告
の
主
張
を
排
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
第
三
事
件
に
お
い
て
裁
判
所
は
、「
抑
モ
佐
々
並
村
ノ
如
キ
ハ
概
シ
テ
海
面
ヲ
抜
ク
コ
ト
凡
ソ
壱
千
尺
ニ
近
キ
高
躁
ナ
ル
谿
谷
ノ
間

ニ
在
リ
テ
今
尚
ホ
多
ク
ノ
未
開
墾
地
ヲ
見
ル
カ
如
キ
地
勢
ナ
レ
ハ
其
開
墾
事
業
ノ
累
年
ニ
渉
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
親
シ
ク
其
地
ヲ
跋
渉
シ
タ
ル

モ
ノ
ノ
感
触
ス
ル
処
ナ
ル
ヲ
信
ス
　
左
ス
レ
ハ
今
ヲ
距
ル
百
数
十
年
前
ナ
ル
享
保
年
度
以
降
曽
テ
之
レ
ニ
関
係
シ
タ
ル
地
所
無
シ
ト
推
断
ス
ル

如
キ
ア
ラ
ハ
之
レ
大
ニ
其
事
実
ニ
背
違
ス
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
　
之
レ
其
自
費
開
墾
地
ア
リ
ト
云
フ
被
告
等
ノ
申
述
ヲ
採
納
シ
原
告

ニ
属
ス
ル
地
所
ハ
被
告
等
ノ
指
定
認
証
シ
タ
ル
部
分
ノ
外
ニ
出
ツ
可
カ
ラ
ス
ト
断
定
ス
ル
ノ
一
理
由
ナ
リ
ト
ス
」
と
述
べ
、
佐
々
並
村
の
地
勢

か
ら
百
数
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
現
地
を
維
持
し
耕
作
し
つ
づ
け
た
地
元
農
民
た
ち
と
、
ま
っ
た
く
現
況
を
把
握
す
る
こ
と
な
く
所
有
者
だ
と

主
張
す
る
原
告
側
の
主
張
を
比
較
し
、
い
ず
れ
が
真
摯
な
主
張
を
展
開
し
て
い
る
か
を
判
断
し
た
。

　
係
争
地
は
、
五
町
歩
の
田
地
で
あ
る
。
決
し
て
小
面
積
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
を
百
人
余
に
振
り
分
け
て
毎
年
一
二
石
の
「
加
調
米
」
を

担
当
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
人
当
り
に
す
れ
ば
、
狭
小
の
面
積
で
あ
り
、
負
担
も
過
重
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
極
小
面
積
の
土
地
を
寺
院

に
帰
属
さ
せ
よ
う
と
し
た
大
審
院
お
よ
び
大
阪
控
訴
院
の
判
決
は
、
現
地
の
実
情
か
ら
乖
離
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
口
始
審
裁
判
所
の
判
決
は
、
手
続
的
実
体
的
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
凝
ら
し
て
具
体
的
妥
当
性
を
か
ろ
う
じ
て
保
持
し
え
た
「
ヴ
ェ
ニ

ス
の
商
人
」
的
判
決
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
１
）　「（
未
確
定
）
民
事
記
録
」
の
史
料
的
性
格
お
よ
び
概
要
に
つ
い
て
は
、「『（
未
確
定
）
民
事
記
録
』
か
ら
見
る
民
事
訴
訟
の
世
界
」（
矢
野
達
雄
・
石

川
一
三
夫
編
『
裁
判
と
自
治
の
法
社
会
史
』
晃
洋
書
房
近
刊
予
定
、
に
収
録
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
２
）　
東
光
寺
に
関
す
る
以
下
の
記
述
は
、『
国
史
大
辞
典
』
第
一
〇
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
八
一
～
八
二
ペ
ー
ジ
、『
山
口
県
百
科
事
典
』

（
山
口
県
教
育
会
、
一
九
八
二
年
）
五
四
九
～
五
五
〇
ペ
ー
ジ
、『
山
口
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）
六
七
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
３
）　
山
口
県
に
お
い
て
は
田
畠
総
数
が
、
慶
長
一
五
（
一
六
一
〇
）
年
検
地
の
四
万
七
二
九
〇
町
余
か
ら
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
地
租
改
正
の
七
万

九
六
七
九
町
余
ま
で
、
耕
地
が
六
八
・
五
％
も
増
加
し
て
い
る
（『
県
史
シ
リ
ー
ズ
三
五
山
口
県
の
歴
史
』
山
川
出
版
社
、
五
ペ
ー
ジ
）。

（
４
）　
石
川
卓
美
「
長
州
藩
に
お
け
る
新
田
の
開
発
─ 
─
主
と
し
て
給
人
知
行
新
田
と
農
民
的
土
地
所
有
の
展
開
─ 
─
」（『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
第
九
号
、

一
九
六
三
年
）。

（
５
）　
高
橋
伯
昌
氏
に
よ
れ
ば
、
開
作
と
は
、「
海
岸
の
干
潟
を
堤
防
を
き
ず
い
て
し
め
き
り
、
あ
る
い
は
原
野
を
開
墾
し
て
村
を
ひ
ら
く
こ
と
」
を
い
う

（『
山
口
県
百
科
事
典
』
山
口
県
教
育
会
、
一
九
八
二
年
、
一
四
二
ペ
ー
ジ
）。
高
橋
氏
の
見
解
で
は
「
開
作
」
は
単
な
る
未
墾
地
の
開
墾
で
は
な
く
、

村
を
ひ
ら
く
こ
と
が
重
要
な
要
素
と
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）　
石
川
氏
に
よ
れ
ば
、
御
馳
走
開
作
に
は
、
藩
士
の
み
な
ら
ず
百
姓
が
自
力
で
行
う
開
作
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
７
）　
山
口
県
公
文
書
館
『
山
口
県
政
史
上
巻
』
一
九
七
一
年
、
一
五
ペ
ー
ジ
。

（
８
）　
林
元
「
山
口
藩
の
『
采
地
返
上
』
の
仕
法
」（『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
第
一
〇
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（
９
）　
石
川
卓
美
、
前
掲
論
文
、
四
ペ
ー
ジ
。
な
お
引
用
法
令
は
、「
采
地
一
件
控
」（
山
口
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
）
に
よ
る
。

（
　
）　
前
掲
、『
山
口
県
政
史
上
巻
』、
二
〇
ペ
ー
ジ
。

１０
（
　
）　
明
治
六
年
太
政
官
布
告
第
八
九
号
。
本
布
告
で
は
、「
寄
附
帳
」「
什
物
帳
」
を
二
部
作
製
し
、
一
部
は
戸
長
役
場
に
、
一
部
は
寺
院
に
備
え
置
く
こ

１１
と
を
求
め
た
。

（
　
）　
大
審
院
判
決
は
、
大
阪
控
訴
裁
判
所
に
差
戻
す
と
判
決
し
た
が
、
明
治
一
九
年
の
裁
判
所
制
度
改
正
に
よ
り
、
大
阪
控
訴
裁
判
所
は
大
阪
控
訴
院
と

１２
名
称
を
変
え
た
。

（
　
）　
本
判
決
文
中
に
「
東
光
寺
ハ
当
初
荒
蕪
地
開
拓
ノ
願
人
ニ
シ
テ
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
か
ら
、「
願
人
」
を
〈
藩
に
荒
蕪
地
開
拓
を
願
い
出
た
者
〉

１３
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
語
を
訴
訟
の
当
事
者
名
に
転
用
し
て
使
用
し
た
理
由
は
、
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
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（
　
）　
こ
の
簿
冊
の
名
称
は
、
元
々
『
明
治
二
十
年
　
済
口
願
番
外
済
口
一
件
書
類
』
と
墨
書
で
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
が
抹
消
さ
れ
、
い
つ
か
の
時
点
で

１４
『
明
治
二
十
年
　
民
事
記
録
』
と
朱
書
に
よ
り
書
き
換
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
つ
頃
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
書
き
換
え
ら
れ
た
か
は
、
不
明
で
あ
る
。

（
　
）　
本
事
件
大
阪
控
訴
院
判
決
は
、
日
文
研
『
民
事
判
決
原
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
、
簿
冊
番
号
二
〇
〇
〇
〇
〇
七
九
、
簿
冊
内
番
号
〇
〇
〇
九
、
事
件

１５
番
号
一
八
八
六
年
第
〇
〇
一
四
三
号
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
　
）　
本
副
書
は
、
前
記
「
開
作
田
地
取
戻
御
裁
判
執
行
願
」（『
明
治
二
十
年
民
事
記
録
』
在
中
）
に
綴
じ
込
ま
れ
た
文
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

１６
（
　
）　
本
第
一
事
件
の
判
決
は
、
日
文
研
『
民
事
判
決
原
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
、
簿
冊
番
号
四
〇
二
〇
〇
〇
一
八
、
簿
冊
内
番
号
〇
〇
七
一
、
事
件
番
号

１７
一
八
八
九
年
第
〇
〇
〇
一
〇
号
ノ
内
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。【
史
料
】
の
③
に
全
文
引
用
し
た
。

（
　
）　
地
租
改
正
時
の
丈
量
が
き
わ
め
て
不
正
確
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
一
九
年
に
丈
量
の
や
り
直
し
が
一
斉
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
同
年
の
登
記
法
に

１８
よ
っ
て
、
地
券
は
有
名
無
実
の
存
在
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
　
）　
本
件
の
被
告
の
う
ち
、
Ｆ
Ｉ
与
三
郎
は
本
訴
の
答
弁
を
な
さ
な
か
っ
た
と
し
て
、
訴
訟
入
費
は
各
自
弁
と
の
判
決
を
受
け
た
。

１９
（
　
）　
本
第
二
事
件
の
判
決
は
、
日
文
研
『
民
事
判
決
原
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
、
簿
冊
番
号
四
〇
二
〇
〇
〇
一
八
、
簿
冊
内
番
号
〇
〇
七
二
、
事
件
番
号

２０
一
八
八
九
年
第
〇
〇
〇
一
〇
号
ノ
内
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
　
）　
本
第
三
事
件
の
判
決
は
、
日
文
研
『
民
事
判
決
原
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
、
簿
冊
番
号
四
〇
二
〇
〇
〇
一
八
、
簿
冊
内
番
号
〇
〇
七
三
、
事
件
番
号

２１
一
八
八
九
年
第
〇
〇
〇
一
〇
号
ノ
内
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
　
）　
被
告
の
う
ち
若
干
名
は
、
請
求
の
反
別
を
原
告
に
示
し
、
東
光
寺
に
所
有
権
の
あ
る
こ
と
を
承
認
し
た
者
が
あ
る
こ
と
が
、
判
決
文
中
に
示
さ
れ
て

２２
い
る
。

【
史
料
】

①
大
審
院
判
決
（
明
治
一
九
年
三
月
六
日
）
抜
粋

（
前
略
）
依
テ
本
院
ニ
於
テ
双
方
代
言
人
ノ
弁
論
ヲ
聴
キ
弁
明
ス
ル
左
ノ
如
シ
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第
一
条

上
告
第
一
条
ヲ
按
ス
ル
ニ
原
判
文
中
「
東
光
寺
開
山
堂
修
補
料
ノ
為
ニ
成
立
シ
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
云
々
双
方
ノ
陳
述
モ
亦
其
旨
趣
ヲ
同
フ
セ
リ
」
ト

ア
ル
ヲ
非
難
シ
テ
本
件
田
地
ニ
関
ス
ル
両
造
ノ
争
点
ニ
於
ケ
ル
上
告
人
ハ
東
光
寺
自
費
ヲ
以
テ
開
拓
シ
タ
リ
ト
主
張
シ
被
上
告
人
ハ
其
祖
先
カ

失
費
労
力
ヲ
尽
シ
開
墾
シ
タ
リ
ト
抗
弁
シ
テ
氷
炭
相
容
レ
サ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
斯
ル
判
決
ア
リ
シ
ハ
訴
旨
ヲ
誤
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
フ
ト
雖
モ

双
方
ノ
陳
述
モ
亦
其
旨
趣
ヲ
同
フ
セ
リ
」
ト
ハ
開
作
田
地
ノ
東
光
寺
開
山
堂
修
補
料
ノ
為
ニ
成
立
タ
ル
コ
ト
ヲ
謂
ヘ
ル
迄
ノ
意
義
ト
解
釈
シ
得

ヘ
ケ
レ
ハ
上
告
ノ
理
由
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ス

　
　
　
　
　
第
二
条

（
以
下
、
本
文
中
に
引
用
）

②
大
阪
控
訴
院
判
決
（
明
治
一
九
年
七
月
八
日
）
抜
粋

（
前
略
）
因
テ
証
拠
書
類
ヲ
審
閲
シ
双
方
代
言
人
ノ
弁
論
ヲ
聴
キ
説
明
ス
ル
左
ノ
如
シ

第
一
条
　
被
願
人
ニ
於
テ
甲
第
一
号
乃
至
八
号
証
等
ハ
願
人
ノ
自
製
ニ
シ
テ
真
正
ノ
モ
ノ
ニ
非
ス
ト
云
フ
ト
雖
モ
口
頭
ノ
陳
述
ニ
止
リ
不
真
正

ト
認
ム
ヘ
キ
証
憑
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
該
証
ヲ
熟
覧
ス
ル
ニ
其
順
序
整
頓
シ
其
首
尾
照
応
シ
紙
質
文
詞
ニ
至
ル
マ
テ
能
ク
当
時
ニ
適
合
ス
ル
モ

ノ
ト
確
認
シ
得
ヘ
キ
ニ
依
リ
不
真
正
ナ
リ
ト
ノ
供
述
ハ
採
用
シ
難
シ
　
况
ン
ヤ
曩
時
広
島
控
訴
裁
判
所
カ
甲
第
一
号
乃
至
甲
第
八
号
証
ニ
依

リ
証
ス
ル
ニ
足
レ
リ
云
々
ト
言
渡
シ
タ
ル
裁
判
ヲ
被
願
人
カ
上
告
答
書
中
ニ
原
判
文
ノ
全
体
ニ
於
テ
毫
モ
非
難
ス
ル
ヲ
得
ス
ト
明
記
セ
シ
ニ

於
テ
オ
ヤ

第
二
条
　
被
願
人
ニ
於
テ
正
租
ト
加
調
石
ト
ヲ
併
合
ス
ル
モ
仍
ホ
類
地
ノ
高
ヨ
リ
低
キ
ヲ
以
テ
祖
先
ノ
開
墾
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
フ
モ
前
条
ニ
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説
明
ス
ル
如
ク
甲
第
一
号
乃
至
八
号
証
ノ
真
正
ナ
ル
上
ハ
延
享
〔
享
保
〕
年
間
東
光
寺
ノ
開
山
堂
永
遠
保
存
ノ
タ
メ
佐
々
並
ニ
ア
ル
荒
蕪
地

開
墾
ヲ
出
願
シ
当
時
山
口
藩
ノ
允
許
ヲ
得
東
光
寺
ヨ
リ
米
金
ヲ
支
出
シ
テ
開
拓
料
ニ
充
テ
タ
ル
コ
ト
ハ
充
分
確
認
シ
得
ヘ
キ
モ
当
時
被
願
人

ノ
祖
先
カ
自
費
ヲ
以
テ
開
拓
セ
シ
等
ノ
コ
ト
ハ
想
像
ノ
陳
述
ニ
止
リ
一
ノ
証
憑
ナ
キ
ニ
因
リ
採
用
シ
難
シ

第
三
条
　
被
願
人
ニ
於
テ
采
地
返
上
ノ
際
東
光
寺
ノ
関
係
ヲ
離
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
フ
モ
論
地
ハ
願
人
ノ
先
代
カ
費
用
ヲ
支
出
シ
開
墾
シ
タ

ル
ノ
功
労
ニ
依
リ
一
般
ノ
土
地
同
様
ト
ナ
リ
東
光
寺
ノ
関
係
ヲ
離
レ
タ
ル
以
降
モ
年
々
三
十
五
貫
目
ノ
修
補
料
ヲ
附
与
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
視
レ

ハ
被
願
人
ニ
於
テ
払
下
ケ
ヲ
受
ル
カ
又
ハ
譲
リ
受
ル
カ
ニ
非
サ
レ
ハ
元
来
所
有
ス
ヘ
キ
原
因
ナ
ク
シ
テ
之
ヲ
占
領
ス
ル
ノ
理
由
ナ
キ
モ
ノ
ト

ス
第
四
条
　
被
願
人
ニ
於
テ
論
地
ハ
被
願
人
及
ヒ
其
祖
先
カ
村
吏
ノ
公
証
ヲ
経
テ
自
由
ニ
売
買
シ
タ
リ
ト
云
フ
モ
甲
第
十
六
号
証
及
其
他
ノ
数
証

ニ
照
ス
ニ
東
光
寺
ハ
当
初
荒
蕪
地
開
拓
ノ
願
人
ニ
シ
テ
其
開
拓
ニ
付
テ
ノ
費
用
ヲ
支
出
セ
シ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
則
チ
該
地
ノ
所
有
主
又
被
願
人
ハ

願
人
ヨ
リ
金
米
ヲ
受
ケ
テ
開
拓
ニ
従
事
シ
爾
来
今
日
マ
テ
耕
耘
シ
来
リ
シ
者
ナ
レ
ハ
取
モ
直
サ
ス
該
地
ノ
永
小
作
人
タ
ル
明
ラ
カ
ナ
リ
然
則

其
売
買
ハ
土
地
所
有
権
ノ
売
買
ニ
非
ス
シ
テ
使
用
権
則
チ
永
小
作
ノ
売
買
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ナ
レ
ハ
村
吏
ノ
公
証
ヲ
受
ル
モ
敢
テ
怪
シ
ム
ニ
足
ラ

サ
ル
モ
ノ
ト
ス
　
况
ン
ヤ
乙
第
十
六
号
乃
至
十
八
号
ノ
売
買
証
ニ
東
光
寺
名
田
ト
記
載
シ
ア
ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ

（
第
五
・
六
・
七
条
略
）

右
条
々
ノ
理
由
ナ
ル
ニ
依
リ
判
決
ス
ル
左
ノ
如
シ

願
人
請
求
ノ
開
作
田
地
ハ
被
願
人
ヨ
リ
還
却
ス
ヘ
シ
訴
訟
入
費
ハ
総
テ
被
願
人
ニ
於
テ
之
ヲ
負
担
ス
ヘ
シ
〔
本
訴
土
地
所
有
権
ハ
願
人
ニ
ア
ル

モ
被
願
人
ニ
永
小
作
ノ
権
之
レ
ア
ル
上
ハ
小
作
人
カ
該
地
エ
付
テ
ノ
権
利
ヲ
妨
害
ス
ル
等
ノ
所
為
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
単
ニ
之
ヲ
取
戻
ス
ヲ
得

サ
ル
モ
ノ
ト
心
得
ヘ
シ
訴
訟
入
費
ハ
総
テ
各
自
弁
タ
ル
ヘ
シ
〕
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明
治
十
九
年
七
月
八
日
大
坂
控
訴
院
ニ
於
テ
終
審
ノ
裁
判
ヲ
言
渡
ス
モ
ノ
也

　（
以
下
略
）

※
注
…
傍
線
部
は
削
除
部
分
、〔
　
〕
内
は
付
加
部
分
を
示
す
。

③
地
所
見
認
方
請
求
訴
訟
第
一
事
件
、
山
口
始
審
裁
判
所
判
決
（
明
治
二
二
年
一
二
月
二
〇
日
）
全
文

　
　
　
　
　
裁
判
言
渡
書

　
　
　
　
原
告
人
　
　
山
口
県
長
門
国
阿
武
郡
椿
郷
東
分
村
東
光
寺
住
職
　
　
竹
内
　
松
嶺

　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
寺
信
徒
総
代
人
　
　
　
佐
藤
　
政
秀

　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
方
　
彦
能

　
　
　
　
右
代
言
人
　
同
県
周
防
国
吉
敷
郡
上
宇
野
令
村
寄
留
大
分
県
平
民
　
小
河
　
源
一

　
　
　
　
被
告
人
　
　
同
県
長
門
国
阿
武
郡
佐
々
並
村
字
市
居
住
平
民
　
　
　
Ｔ
Ｙ
金
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
以
下
三
九
名
省
略
〕

　
　
　
　
右
Ｔ
Ｙ
金
五
郎
外
四
拾
名
代
言
人

　
　
　
　
同
県
周
防
国
吉
敷
郡
山
口
町
大
字
道
場
門
前
町
居
住
士
族
　
　
　
　
　
小
田
寅
亮

　
　
　
　
被
告
人
　
　
同
県
長
門
国
阿
武
郡
佐
々
並
村
字
長
小
野
居
住
平
民
　
Ｓ
Ｕ
　
彦
吉

　
　
　
　
右
代
人
　
　
同
県
周
防
国
吉
敷
郡
山
口
町
大
字
早
間
田
居
住
士
族
　
Ｆ
Ｉ
　
半
一

　
　
　
　
被
告
人
　
　
同
県
同
国
同
郡
上
中
野
令
村
居
住
平
民
　
　
　
　
　 
Ｆ
Ｉ
　
与
三
郎
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右
竹
内
松
嶺
外
二
人
ヨ
リ
Ｔ
Ｙ
金
五
郎
外
四
十
二
名
ニ
対
ス
ル
大
阪
控
訴
院
ノ
判
決
ニ
対
ス
ル
地
所
見
認
方
請
求
ノ
訴
訟
ヲ
審
理
ス
ル
ニ
左
ノ

如
シ

原
告
代
言
人
申
述
ノ
要
旨
ハ
原
告
東
光
寺
カ
佐
々
並
村
住
民
Ｓ
Ｋ
定
一
外
百
拾
弐
名
ニ
対
シ
起
シ
タ
ル
開
作
田
地
取
戻
ノ
訴
訟
ニ
於
ケ
ル
第
二

控
訴
ニ
因
リ
明
治
十
九
年
七
月
八
日
大
阪
控
訴
院
ニ
於
テ
受
ケ
タ
ル
終
審
ノ
確
定
裁
判
ヲ
以
テ
本
訴
甲
第
壱
号
証
拠
タ
ル
名
寄
帳
ニ
記
ス
ル
旧

反
別
五
町
歩
ノ
地
所
ハ
原
告
東
光
寺
ノ
所
有
ナ
リ
ト
確
定
シ
タ
リ
　
然
レ
ト
モ
其
新
地
番
及
畝
歩
ハ
今
訴
訟
物
件
ト
シ
テ
掲
ケ
タ
ル
処
ノ
モ
ノ

ニ
該
当
ス
ル
ノ
証
明
ヲ
得
サ
レ
ハ
之
レ
カ
執
行
ヲ
受
ク
ル
能
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
村
役
場
ノ
帳
簿
ニ
就
キ
之
レ
カ
取
調
ヲ
為
シ
更
ラ
ニ
之
レ
ヲ
見
認

方
ヲ
各
被
告
人
等
ニ
掛
合
タ
ル
モ
容
易
ニ
之
レ
ニ
応
セ
ス
因
テ
茲
ニ
本
訴
ヲ
提
起
シ
タ
リ
ト
云
フ
ニ
在
リ
テ
其
名
寄
帳
中
各
被
告
人
ノ
小
作
セ

ル
地
所
ハ
則
チ
訴
訟
物
件
ニ
掲
ケ
タ
ル
地
番
及
畝
歩
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
被
告
各
自
ニ
見
認
ル
可
キ
様
裁
判
ヲ
受
度
ト
云
フ
ニ
在
リ

被
告
人
Ｔ
Ｙ
金
五
郎
外
四
拾
名
代
言
人
答
弁
ノ
要
旨
ハ
原
告
人
ノ
請
求
ニ
対
シ
甲
第
一
号
証
拠
タ
ル
名
寄
帳
ニ
記
ス
ル
旧
畝
歩
ハ
則
チ
原
告
カ

訴
訟
物
件
ト
シ
テ
掲
ケ
タ
ル
新
地
番
及
畝
歩
及
ヒ
新
ニ
被
告
カ
掲
ケ
タ
ル
処
ノ
モ
ノ
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
見
認
ム
ト
云
フ
ニ
在
リ
　

然
レ
ト
モ
第
二
控
訴
ニ
於
ケ
ル
大
阪
控
訴
院
ノ
判
決
ハ
甲
第
壱
号
証
拠
名
寄
帳
ニ
記
ス
ル
地
所
ハ
原
告
ノ
所
有
ナ
ル
コ
ト
ヲ
証
明
ス
ル
迄
ニ
過

キ
ス
シ
テ
被
告
等
ヲ
シ
テ
該
物
件
ノ
所
在
広
狭
等
ヲ
指
定
セ
シ
メ
得
可
キ
権
義
ノ
関
係
ヲ
構
造
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
在
ラ
ス
　
故
ニ
本
訴
ノ
如
キ
ハ

原
告
カ
一
ノ
依
頼
ヲ
被
告
ニ
為
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
固
ヨ
リ
権
義
ノ
争
点
ナ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
原
告
ハ
之
レ
ヲ
起
訴
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
其
曲
原
告
ニ

在
ル
ヲ
以
テ
訴
訟
入
費
ハ
原
告
ノ
負
担
ニ
属
ス
可
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
フ
ニ
在
リ

被
告
人
Ｓ
Ｕ
彦
吉
代
人
答
弁
ノ
要
旨
ハ
原
告
ノ
訴
訟
物
件
ト
シ
テ
掲
ケ
タ
ル
新
地
番
及
畝
歩
ハ
其
名
寄
帳
ニ
記
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ニ
該
当
ス
ル
モ

ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
見
認
メ
而
シ
テ
彦
吉
ハ
已
ニ
地
券
ヲ
モ
原
告
方
ヘ
引
渡
シ
置
タ
ル
程
ナ
ル
ハ
必
竟
原
告
ハ
無
用
ノ
訟
求
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル

ヲ
以
テ
本
訴
ノ
入
費
ハ
原
告
ヨ
リ
償
却
ヲ
受
ケ
度
ト
云
フ
ニ
在
リ
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原
告
代
言
人
之
レ
ニ
答
フ
ル
要
旨
ハ
原
ヨ
リ
権
義
ノ
争
点
ア
リ
テ
訴
訟
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
入
費
ハ
本
案
曲
者
ノ
負
担
ニ
在
ル
可

キ
モ
ノ
ナ
リ
　
抑
本
案
ノ
地
所
ハ
初
メ
ヨ
リ
原
告
東
光
寺
ガ
直
接
ニ
之
レ
ヲ
管
理
シ
タ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
其
委
託
者
タ
ル
旧
藩
庁
カ
小
作
米
ヲ

取
立
原
告
ヘ
下
与
シ
来
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
シ
カ
明
治
六
年
地
券
発
行
ニ
乗
シ
被
告
人
等
ハ
擅
ニ
自
己
ノ
名
義
ニ
地
券
ヲ
受
ケ
タ
ル
ヲ
以
テ
原
告

ハ
所
有
権
回
復
ノ
訴
訟
ヲ
起
シ
遂
ニ
第
二
控
訴
ニ
於
テ
原
告
勝
訴
ノ
裁
判
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
　
故
ニ
原
告
ハ
被
告
ヲ
シ
テ
其
地
所
ノ
何
レ

タ
ル
ヲ
見
認
メ
シ
ム
ル
ノ
権
利
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
決
シ
テ
徳
義
上
ノ
依
頼
ヲ
為
ス
モ
ノ
ニ
在
ラ
ス
　
但
原
告
ハ
争
訟
ノ
類
ヲ
加
フ
ル
ヲ
厭
フ
ヲ

以
テ
被
告
ノ
新
タ
ニ
掲
ケ
来
リ
タ
ル
地
所
ニ
付
テ
ハ
其
申
述
ヲ
承
認
ス
ト
云
フ
ニ
在
リ
　
而
シ
テ
初
メ
之
レ
カ
執
行
ヲ
各
被
告
人
ニ
就
テ
促
シ

タ
ル
モ
之
レ
ニ
応
ス
ル
モ
ノ
ナ
カ
リ
シ
ハ
必
竟
一
村
挙
テ
之
レ
ヲ
拒
ミ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
今
Ｓ
Ｕ
彦
吉
カ
為
ス
答
弁
ノ
如
キ
ハ
其
抗
拒
ノ
理
由

ナ
キ
ヨ
リ
初
メ
ヨ
リ
シ
テ
之
レ
ヲ
拒
ミ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
カ
如
ク
云
做
ス
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
フ
ニ
在
リ

被
告
人
Ｆ
Ｉ
与
三
郎
ハ
答
弁
ヲ
為
サ
ス

因
テ
各
証
拠
ヲ
審
閲
シ
判
決
ノ
理
由
ヲ
示
ス
コ
ト
左
ノ
如
シ
原
告
東
光
寺
カ
為
シ
タ
ル
第
二
控
訴
ニ
対
シ
明
治
十
九
年
七
月
八
日
大
阪
控
訴
院

カ
与
ヘ
タ
ル
終
審
言
渡
書
ニ
掲
ク
ル
判
決
主
文
ニ
依
レ
ハ
其
争
訟
ニ
係
ル
地
所
ハ
其
所
有
権
原
告
東
光
寺
ニ
在
ル
モ
被
告
等
ニ
其
永
小
作
権
ア

ル
ヲ
以
テ
小
作
人
ニ
該
地
ニ
付
テ
ノ
権
利
ヲ
妨
害
ス
ル
等
ノ
所
為
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
単
ニ
之
ヲ
取
戻
ス
ヲ
得
ス
ト
云
フ
ニ
在
リ
テ
其
旨
趣
主

ト
シ
テ
現
地
取
戻
ノ
事
ニ
係
リ
タ
ル
原
告
東
光
寺
ノ
請
求
ヲ
採
用
セ
サ
リ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
地
券
受
領
等
ノ
事
ニ
迄
ハ
其
判
意
ノ
及
ハ
サ
ル
モ
ノ

ナ
レ
ハ
其
訴
訟
入
費
ニ
於
ケ
ル
モ
亦
各
自
弁
ト
云
フ
ノ
判
決
ナ
ル
ヲ
以
テ
該
裁
判
ハ
敢
テ
之
レ
ヲ
執
行
ヲ
要
ス
可
キ
ノ
点
ア
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
　

其
言
渡
後
原
告
東
光
寺
ノ
当
時
ノ
代
言
人
カ
為
シ
タ
ル
伺
ノ
如
キ
モ
其
伺
ノ
通
リ
ナ
ラ
サ
ル
コ
ト
ハ
其
指
令
文
ニ
依
テ
明
カ
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

明
治
十
九
年
中
ニ
在
テ
ハ
本
案
ノ
地
所
ニ
就
テ
ハ
未
タ
該
指
令
文
ニ
所
謂
改
正
反
別
ノ
地
券
ナ
ル
モ
ノ
之
レ
ア
ラ
サ
リ
シ
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
見
レ

ハ
丈
量
改
正
ノ
後
ニ
至
テ
ハ
格
別
指
令
ノ
当
時
ニ
在
テ
ハ
是
亦
未
タ
執
行
シ
得
可
カ
ラ
サ
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
ト
ス
　
然
レ
ハ
則
チ
該
判
決
主
文
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中
（
本
訴
土
地
所
有
権
ハ
願
人
ニ
在
ル
モ
）
ト
ア
ル
ヲ
以
テ
其
名
寄
帳
ニ
記
ス
ル
旧
反
別
五
町
歩
ノ
地
所
ハ
其
所
有
権
原
告
東
光
寺
ニ
在
ル
モ

ノ
ト
見
認
ム
ル
ヲ
得
可
ク
乃
チ
該
判
決
ハ
之
レ
ヲ
所
有
権
ノ
一
証
ト
ハ
為
ス
ヲ
得
可
キ
モ
其
名
寄
帳
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
只
其
地
ノ
字
ト
旧
反
別
ト

小
作
人
ノ
氏
名
ト
ヲ
掲
ク
ル
ニ
止
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
原
告
若
シ
其
所
有
ノ
券
証
ヲ
得
ン
ト
欲
セ
ハ
其
地
処
ハ
今
被
告
等
カ
有
ス
ル
如
何
ナ
ル

券
証
ニ
於
テ
存
在
ス
ル
ヤ
ヲ
指
定
ス
ル
ニ
止
ラ
ス
シ
テ
更
ニ
追
テ
其
位
置
及
畝
歩
等
ヲ
モ
詳
カ
ニ
之
レ
ヲ
証
明
ス
ル
ヲ
要
ス
　
然
ル
ニ
原
告
ハ

直
接
ニ
其
土
地
ノ
管
理
ヲ
為
サ
丶
リ
シ
ヨ
リ
遂
ニ
其
自
己
所
有
地
ノ
所
在
広
狭
等
ヲ
知
ラ
サ
ル
ニ
至
リ
茲
ニ
被
告
小
作
人
等
ニ
之
レ
ヲ
問
フ
ヲ

要
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
抑
原
告
自
己
ノ
不
注
意
ニ
起
因
ス
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
　
如
何
ト
ナ
レ
ハ
其
被
告
カ
明
治
六
年

地
券
発
行
ニ
際
シ
各
自
ノ
所
有
名
義
ニ
地
券
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト
ノ
如
キ
ハ
未
タ
以
テ
其
悪
意
ニ
出
タ
ル
モ
ノ
ト
見
留
ム
可
キ
ノ
証
左
ナ
キ
ノ
ミ

ナ
ラ
ス
甲
第
三
号
天
保
十
三
年
四
月
ノ
開
作
田
畝
石
帳
中
（
前
略
）
御
帳
面
格
別
ニ
仕
已
来
類
地
入
交
不
申
様
御
帳
面
仕
立
被
仰
付
（
中
略
）

作
人
納
得
ノ
上
夫
々
御
読
聞
セ
少
シ
モ
相
違
無
御
座
云
々
）
ト
記
載
ス
レ
ト
モ
制
度
事
情
ノ
変
遷
ニ
因
リ
明
治
四
年
ニ
及
ヒ
テ
ハ
今
被
告
カ
証

拠
ト
為
セ
ル
所
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
該
村
役
場
ニ
備
ヘ
ア
リ
テ
最
モ
信
拠
ス
ル
ニ
足
ル
可
キ
明
治
四
未
年
分
阿
武
郡
佐
々
並
村
御
蔵
入
田
畠
御
物
成

御
米
銀
春
定
御
皆
済
一
紙
ト
題
シ
タ
ル
文
書
ニ
於
テ
明
カ
ナ
ル
カ
如
ク
初
メ
原
告
東
光
寺
ニ
属
ス
ル
加
調
石
ト
シ
テ
差
置
キ
タ
ル
三
拾
石
カ
本

石
戻
ト
ナ
リ
テ
御
蔵
入
ニ
ナ
リ
タ
ル
以
来
被
告
等
ハ
原
告
東
光
寺
カ
ラ
開
墾
料
ヲ
受
ケ
テ
開
墾
シ
タ
ル
地
所
モ
尚
東
光
寺
ニ
関
セ
サ
ル
他
ノ
地

所
ト
同
性
質
ノ
モ
ノ
ト
思
惟
シ
敢
テ
区
別
ヲ
其
間
ニ
措
カ
サ
リ
シ
ハ
誠
ニ
其
理
由
ア
ル
処
ノ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
被
告
等
カ
原
告
ニ
属
ス
ル
小
作
地
ヲ

以
テ
各
自
固
有
ノ
地
処
ト
同
シ
ク
其
地
券
ヲ
受
ケ
タ
ル
ハ
敢
テ
咎
ム
可
キ
ノ
所
為
ニ
在
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ
　
故
ニ
原
告
カ
大
阪
控
訴
院
ニ
於
テ
受

ケ
タ
ル
終
審
裁
判
ヲ
以
テ
被
告
等
ニ
向
ヒ
之
レ
カ
執
行
ヲ
掛
合
タ
リ
ト
ス
ル
モ
其
裁
判
タ
ル
前
段
説
明
ノ
如
ク
未
タ
直
チ
ニ
完
全
ナ
ル
執
行
ヲ

遂
ケ
得
可
カ
ラ
サ
ル
処
ノ
モ
ノ
ニ
係
ル
ヲ
以
テ
被
告
等
之
レ
ニ
応
セ
サ
リ
シ
ト
テ
直
チ
ニ
之
レ
ヲ
目
シ
テ
曲
者
ナ
リ
ト
ハ
論
断
シ
難
キ
ナ
リ
　

必
竟
原
告
ハ
一
ノ
裁
判
言
渡
ヲ
以
テ
其
争
ヲ
終
了
ス
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
カ
如
キ
不
完
全
ナ
ル
訟
求
ヲ
為
シ
再
ヒ
本
訴
ヲ
結
フ
ニ
至
ラ
シ
メ
タ
リ
　

─　　─

山
口
県
東
光
寺
開
作
田
地
取
戻
訴
訟
に
つ
い
て
（
矢
野
）

（
　
　
　
）

─　　─57

四
八
八

二
二
二



而
シ
テ
被
告
等
ハ
直
チ
ニ
其
請
求
ヲ
認
諾
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
起
訴
タ
ル
被
告
等
ノ
作
為
ニ
因
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
論
決
シ
得
可
キ
ノ
憑
拠
無
キ
コ

ト
上
来
説
示
ス
ル
処
ノ
如
ク
ナ
ル
ヲ
以
テ
見
レ
ハ
説
令
本
訴
ハ
原
告
ノ
勝
訴
ニ
帰
ス
ル
モ
尚
ホ
其
訴
訟
入
費
ハ
原
告
ノ
負
担
ニ
帰
ス
可
キ
ノ
筋

タ
リ

Ｆ
Ｉ
与
三
郎
ハ
本
訴
ニ
答
弁
ヲ
為
サ
サ
ル
ハ
原
告
ノ
請
求
ヲ
認
諾
ス
ル
ニ
因
ル
モ
ノ
ト
見
認
メ
サ
ル
ヲ
得
ス
　
而
シ
テ
訴
訟
入
費
ニ
付
テ
モ
亦

其
負
担
者
ノ
何
人
ニ
ア
ル
可
キ
コ
ト
ハ
与
三
郎
ハ
論
弁
セ
サ
ル
モ
本
訴
ノ
有
様
タ
ル
上
来
説
明
ス
ル
如
キ
理
由
ニ
帰
ス
可
キ
モ
ノ
ト
見
留
ム
ル

ヲ
以
テ
原
告
ハ
与
三
郎
ニ
向
ヒ
訴
訟
入
費
ノ
償
却
ヲ
受
ク
可
キ
ノ
理
由
ヲ
有
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
信
ス
　
故
ニ
与
三
郎
ニ
対
シ
テ
ハ
原
被
告
各
自
弁

ヲ
相
当
ト
ス

右
ノ
理
由
ニ
従
ヒ
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

被
告
人
Ｔ
Ｙ
金
五
郎
外
四
拾
弐
名
ハ
已
ニ
原
告
ノ
請
求
ヲ
承
諾
ス
ル
ヲ
以
テ
敢
テ
之
レ
ニ
向
テ
判
決
ヲ
下
ス
ノ
要
ナ
シ
ト
信
ス
　
其
訴
訟
入
費

ニ
至
ッ
テ
ハ
〔
Ｆ
Ｉ
与
三
郎
ヲ
除
キ
他
ハ
〕
総
テ
原
告
人
ノ
負
担
タ
ル
可
シ

Ｆ
Ｉ
与
三
郎
ニ
対
シ
テ
ハ
訴
訟
入
費
原
被
告
各
自
弁
タ
ル
可
シ

明
治
廿
二
年
十
二
月
二
十
日
　
山
口
始
審
裁
判
所
公
廷
ニ
於
テ
始
審
裁
判
ヲ
言
渡
ス
モ
ノ
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
始
審
裁
判
所
判
事
　
脇
屋
　
雄
六
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
所
書
記
　
　
　
横
田
　
稲
稔
㊞
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